
第 10号　　　　　　　　　　　　　新ストップ！過労死　全国ニュース　　　　　　　　　　2021 年 7月 17日

　　　-1-

新ストップ ! 過労死　2021 年 7 月 17 日発行

 全国ニュース 第 10 号

発行 :過労死等防止対策推進全国センター
◆東京事務局
〒 113-0033　東京都文京区本郷 2-27-17
ICN ビル 2階　川人法律事務所内
TEL:03-3813-6909　FAX:03-3813-6902
◆関西事務局
〒 530-0051　大阪市北区西天満 4-4-18　
梅ヶ枝中央ビル 7階　いわき総合法律事務所内
TEL:06-6364-3300　FAX:06-6364-3366
◆ HP:https://www.stopkaroshi.net/

　　【巻頭言】 コロナ禍のもとで健康な職場を作るために
過労死防止等対策推進全国センター代表幹事　　　　　　　　　

過労死弁護団全国連絡会議幹事長　川人　博　

　2021年5月17日に、WHO（世界保健機関）・ILO（国際労働機関）
が共同で、長時間労働による健康リスク・死亡に関する調査結果
を発表しました。過労性労災について、このような大々的な発表
をWHO・ILO が行うのは歴史的なことです。その内容によれば、
2016 年に長時間労働によって 74 万 5000 人が死亡（脳・心臓
疾患）したとされています。また、今回の発表では、新型コロナ
ウイルスのパンデミックによって多くの人々の働き方が変わり、
労働時間の増加の傾向がある、さらに、テレワークによる労働と
家庭生活の境界が曖昧になっている等の指摘もされています。
　このような情勢の中で、今年 6月 19日に過労死弁護団全国連
絡会議が中心となって「コロナ労災・過労死・ハラスメント 110 番」全国一斉電話相談が全国 34都道府県におい
て実施され、127 件の相談が寄せられました。
・保健所職員として、コロナ感染者の対応に追われ、午後 9時頃まで残業をしている。体調を崩して数か月間休職し、
復職した。異動の希望を出したが、対応してもらえないので、辞職も考えている（公務員）。
・保健師としてコロナワクチン接種担当。7月末まで休みが一日もない。8時半に出勤して帰宅は遅いと 9~10 時。
残業は 120 時間を超えている。体重も減少し家族に心配されている。体がつらいので有休をとろうとしてもなかな
か取らせてくれない（公務員）。
・障碍者向け福祉施設のサービス管理責任者。理事長に「いらんことするな、だまれ」とみんなの前で怒鳴られた。
毎日 9時から夜 12時くらいまで働き持ち帰り残業もある。睡眠時間 3時間しか取れていない。
・月 100 時間以上の残業が続いており、休日出勤も多い。勤務状況の改善を求めて、上司にも相談したが、上司自
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身も多忙であるとの理由で、適切な対応をしてもらえない（国家公務員）。
・テレワークになって、注文や問い合わせが集中し、コールセンターのようになって仕事が溜まってしまう。時間外
労働に対しても賃金が支払われない。外線番号が携帯に転送されてくる。派遣社員で弱い立場なので、会社に申し
出ても在宅勤務には残業は認めないといわれる。
・コロナ禍で、オンライン授業の準備業務が増加し、長時間労働になった。健康診断で高血圧を指摘されており、胸
痛もあるので、健康悪化を心配している（教員）。
・医療事務。息子が深夜 12時まで残業している。土日も休めない。上司らは「自分 2時 3時まで働くのが当たり前
だった。お前を見ているとイライラする」と言われた（医療）。
・長時間労働で心療内科に通院。現場監督として平日は職場に寝泊まり。残業時間は自分でつけているのが 80~100
時間だが会社には 60時間以下で申告している（建設）。
・息子がかなりの長時間労働のため虚血心疾患で死亡。会社はタイムカードを午後 7時に押すように言っていた（機
械）。
・マネージャー職として勤務。長時間労働などが原因でうつ病になり、労災認定された。現在は休職中であり、会社
からは残業代も支払われていないので、補償を求めたい（サービス業）。
・契約社員。朝 8時夜 12時の勤務で、残業が月 80時間以上。残業代も未払い。（飲食）。
・社長からの嫌がらせを理由に夫が遺書を残して死亡した。労災が認められず、審査請求中。
・IT 関連企業の長時間労働。帰宅は早くて 9~10 時、遅いと 0時を過ぎていた。遺書を残して自殺。
・社長から交際を求められ、断ると業務命令違反と言われるセクハラを受けている（事務）。

　6月 19日の一斉相談が終了した後、6月下旬に厚労省は令和 2年度の過労性疾患の労災認定状況を公表した。そ
れによれば、脳・心臓疾患の新規申請数が 784 件、精神疾患の新規申請数が 2051 件で、前年度に比べ脳・心臓
疾患が減少し、精神疾患はほぼ横ばいである。また、同年度の脳・心臓疾患の労災認定件数は 194 件（認定率は
29.2%）、精神疾患の労災認定件数は 608 件（認定率 31.9%）となっている。これらの統計から、①コロナ禍にあっ
ても引き続き業務上の疾患が多数発生していること、②脳・心臓疾患の労災認定数・認定率が引き続き低下傾向に
あること、③精神疾患の認定理由としてハラスメントの比重が高いことが示されている。②については、労災行政
による不当な過少認定であり、認定基準の改正・適正運用により、正当な業務上決定を得るためのとりくみが強く
求められている。そして、コロナ問題が職場の状況を悪化させている現状を直視し、過重労働やハラスメントをな
くし、健康な職場をつくるために今後とも取り組みを進めていかなければなりません。
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過
労
死
等
防
止
対
策
の

推
進
に
つ
い
て

石
垣　

健
彦

厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
総
務
課
長

（
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
室
長
）

　

過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
全
国
セ
ン
タ
ー

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
労

働
基
準
行
政
の
推
進
に
御
理
解
、
御
協
力
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
限
度
を
超
え
て
働
く
こ
と
で
命
が

失
わ
れ
た
り
、心
身
の
健
康
を
損
な
う
こ
と
、

御
家
族
が
悲
痛
な
思
い
に
暮
れ
る
よ
う
な
事

態
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
過
労

死
さ
れ
た
方
の
御
遺
族
や
、
御
遺
族
等
を
支

援
す
る
方
々
の
強
い
思
い
を
受
け
て
、
平
成

26
年
に
「
過
労
死
防
止
対
策
推
進
法
」
が
成

立
し
、
そ
の
施
行
か
ら
約
6
年
半
経
過
し
ま

し
た
。
こ
の
間
、「
過
労
死
等
の
防
止
の
た

め
の
対
策
に
関
す
る
大
綱
」（
以
下
「
大
綱
」

と
い
う
。）
に
基
づ
き
対
策
を
進
め
て
い
る

中
で
も
、
働
き
過
ぎ
に
よ
る
過
労
死
等
の
痛

ま
し
い
事
態
が
後
を
絶
た
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

私
ど
も
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
よ
り

対
策
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
推
進

法
等
に
基
づ
き
、
過
労
死
等
を
取
り
巻
く
状

況
を
踏
ま
え
て
、
大
綱
の
見
直
し
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
見
直
し
の
過
程
で
は
、
過
労
死
等
防

止
対
策
推
進
協
議
会
に
お
い
て
、
令
和
2
年

11
月
か
ら
4
回
に
わ
た
り
、
大
綱
の
見
直
し

に
つ
い
て
御
議
論
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
協

議
会
に
は
、
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
全
国

セ
ン
タ
ー
の
方
々
に
も
御
参
画
い
た
だ
い
て

お
り
、
審
議
の
過
程
で
は
、
多
数
の
貴
重
な

御
意
見
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
、
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
7
月
下
旬
に
も
閣
議
決
定
を

目
指
し
て
い
る
新
し
い
大
綱
の
見
直
し
の
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
御
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、「
課
題
と
対
策
の
方
向
性
」
に
つ

い
て
で
す
。

　

1
つ
目
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
に
伴
い
、
人
手
不
足
の
状
態
と

な
っ
た
医
療
現
場
や
一
部
の
職
場
で
過
重
労

働
が
明
ら
か
と
な
る
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
や
、
働
き
方
の
変

化
に
よ
る
過
労
死
等
の
発
生
防
止
が
必
要
で

あ
る
こ
と
。

　

2
つ
目
は
、
新
し
い
働
き
方
で
あ
る
テ
レ

ワ
ー
ク
、
副
業
・
兼
業
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に

つ
い
て
、
過
重
労
働
防
止
の
観
点
か
ら
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
周
知
等
を
行
う
こ
と
。

　

3
つ
目
は
、
長
時
間
労
働
の
削
減
等
の
過

労
死
等
防
止
対
策
に
つ
い
て
更
な
る
推
進
を

図
る
と
と
も
に
、
国
家
公
務
員
・
地
方
公
務

員
の
過
労
死
等
防
止
対
策
に
関
し
て
も
同
様

に
取
り
組
む
こ
と
。

　

次
に
、「
対
策
の
主
な
取
組
」
に
つ
い
て

で
す
。

　

1
つ
目
は
、
各
種
対
策
が
進
ん
で
い
な
い

中
小
規
模
の
企
業
等
に
対
す
る
支
援
を
行
う

こ
と
。

　

2
つ
目
は
、
調
査
研
究
の
対
象
と
し
て
、

重
点
業
種
等
に
加
え
、
社
会
情
勢
の
変
化
に

応
じ
た
対
象
を
追
加
す
る
こ
と
。
ま
た
、
テ

レ
ワ
ー
ク
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
等
に
伴
う

影
響
等
に
つ
い
て
も
分
析
す
る
こ
と
。

　

3
つ
目
は
、
調
査
研
究
等
の
成
果
を
活
用

し
、
事
業
場
に
お
け
る
過
労
死
等
の
防
止
に

資
す
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
等
の
開
発
等
を
行

う
こ
と
。

　

4
つ
目
は
、民
間
企
業
間
の
取
引
の
ほ
か
、

行
政
機
関
と
民
間
企
業
と
の
間
の
取
引
に
つ

い
て
も
、
商
慣
行
改
善
に
向
け
た
取
組
に
つ

い
て
周
知
等
を
行
う
こ
と
。

　

5
つ
目
は
、
御
遺
族
・
遺
児
の
関
係
で
す

が
、「
過
労
死
遺
児
交
流
会
」
を
引
き
続
き

開
催
す
る
と
と
も
に
、
遺
児
の
健
全
な
成
長

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
相
談
対
応
を
行
う

こ
と
。

　

最
後
に
、「
数
値
目
標
」
に
つ
い
て
で
す
。

数
値
目
標
に
つ
い
て
は
、
協
議
会
で
の
御
議

論
等
を
踏
ま
え
て
、
所
要
の
見
直
し
を
行
う

と
と
も
に
、
公
務
員
に
つ
い
て
も
目
標
の
趣

旨
を
踏
ま
え
て
取
り
組
む
こ
と
。

　

以
上
が
大
綱
の
見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
政
府
と
し
て
は
、こ
の
大
綱
に
基
づ
き
、

引
き
続
き
実
効
あ
る
対
策
を
推
進
し
、
過
労

死
ゼ
ロ
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

次
に
、
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
法
に
基

づ
く
民
間
団
体
の
活
動
に
対
す
る
支
援
に
係

る
委
託
事
業
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
御
紹
介

い
た
し
ま
す
。

　

過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
全
国
セ
ン
タ
ー

の
皆
様
に
多
大
な
御
協
力
を
い
た
だ
き
、
11

月
の
過
労
死
等
防
止
啓
発
月
間
を
中
心
に
、

昨
年
も
全
て
の
都
道
府
県
、
48
か
所
に
お
い

て
「
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
開
催

が
危
ぶ
ま
れ
た
会
場
も
あ
り
ま
し
た
が
、
無

事
に
全
て
の
会
場
で
開
催
で
き
た
こ
と
を
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
引
き
続
き
、
皆
様
の
御
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
さ
ら
に
多
く
の
方
々
に
過
労
死

等
の
防
止
に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
「
過
労
死
等
防
止
対
策
等
労
働
条
件
に
関

す
る
啓
発
事
業
」
に
つ
い
て
も
、
新
型
コ
ロ

石垣室長
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ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
少
な
か
ら
ず

受
け
た
も
の
の
、
過
労
死
弁
護
団
全
国
連

絡
会
議
や
全
国
過
労
死
を
考
え
る
家
族
の

会
等
の
皆
様
に
講
師
と
し
て
御
協
力
を
い

た
だ
き
、
昨
年
度
は
1
6
1
回
開
催
し
、

1
4
,
7
0
8
名
が
受
講
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
年
度
は
1
8
0
回
の
開
催
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
委
託
事
業
と
し
て
5
回
目

と
な
る
昨
年
度
の
「
過
労
死
遺
児
交
流
会
」

に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
状
況
を
踏
ま
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
も
、
8
月

の
開
催
を
12
月
に
延
期
し
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
皆
様
が
安
心
し
て
参
加
で
き
る
よ
う
、

全
国
過
労
死
を
考
え
る
家
族
の
会
の
皆
様
の

御
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
冬
期
開
催
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
委
託
事
業
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
過
労
死
等
防
止
対

策
推
進
全
国
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
益
々
の
ご

発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後

も
皆
様
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
働
き

過
ぎ
に
よ
っ
て
心
身
の
健
康
が
損
な
わ
れ
る

こ
と
の
な
い
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
一
層
の

取
組
を
進
め
て
行
く
こ
と
を
お
約
束
申
し
上

げ
、
私
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

過
労
死
等
の
防
止
対

策
大
綱
の
再
改
訂
を
め

ぐ
っ
て

黒
田　

兼
一

過
労
死
防
止
学
会
代
表
幹
事

　

過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
法
（
2
0
1
4

年
6
月
20
日
成
立
、11
月
1
日
施
行
）
に
は
、

そ
の
第
7
条
で
「
政
府
は
、
過
労
死
等
の
防

止
の
た
め
の
対
策
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た

め
、
過
労
死
等
の
防
止
の
た
め
の
対
策
に
関

す
る
大
綱
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

規
定
し
、
し
か
も
大
綱
作
成
の
と
き
は
「
過

労
死
等
防
止
対
策
推
進
協
議
会
の
意
見
を
聴

く
も
の
と
す
る
」
と
し
て
ま
す
。
そ
の
協
議

会
の
委
員
に
は
、
遺
族
や
弁
護
士
、
研
究
者
、

労
働
組
合
、
経
営
者
団
体
を
入
れ
る
こ
と
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
同
法
13
条
）。
現
在
、

全
国
セ
ン
タ
ー
側
か
ら
は
、家
族
の
委
員（
工

藤
祥
子
、
高
橋
幸
美
、
寺
西
笑
子
、
渡
辺
し

の
ぶ
）、弁
護
士
の
委
員（
川
人
博
、岩
城
穣
）、

過
労
死
防
止
学
会
か
ら
の
委
員
（
黒
田
）
の

７
人
が
入
っ
て
ま
す
。

　

大
綱
は
お
よ
そ
3
年
を
目
途
に
見
直
し
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
今
回
は
二
度
目
の

見
直
し
と
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
7
人
の
委
員
は
、
本
年
１
月
下
旬

に
そ
れ
ぞ
れ
の
要
望
書
を
提
出
し
、
そ
の

後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
望
内
容
を
付
き
合
わ
せ

て
１
つ
に
ま
と
め
、
7
人
連
名
で
意
見
書
を

提
出
し
ま
し
た
（
2
0
2
1
年
3
月
1
日
）。

3
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
協
議
会
で
は
こ
れ

ら
の
意
見
が
多
少
と
も
反
映
さ
れ
た
第
１
次

改
定
案
が
出
さ
れ
、
私
た
ち
は
さ
ら
に
こ
の

第
1
次
案
に
つ
い
て
検
討
し
て
、
追
加
意
見

書
を
提
出
し
ま
し
た
（
4
月
15
日
）。
私
た

ち
が
要
望
し
た
事
項
の
す
べ
て
が
取
り
入
れ

ら
れ
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
5
月
25
日

開
催
の
協
議
会
で
最
終
原
案
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

私
た
ち
が
重
視
し
た
改
定
の
主
要
な
ポ
イ

ン
ト
は
、

①
前
回
の
大
綱
制
定
以
降
の
新
し
く
法
制
化

さ
れ
た
「
働
き
方
改
革
関
連
法
」
や
「
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
法
」
な
ど
を
新
大
綱
に
反
映

さ
せ
る
こ
と

②
長
時
間
過
密
労
働
の
抑
制
の
た
め
に
、
特

別
条
項
付
き
36
協
定
の
あ
り
方
を
検
討
し
、

勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
を
さ
ら
に
普
及
さ
せ

る
こ
と

③
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
伴
う
長
時
間
労

働
（
医
療
・
介
護
現
場
、
在
宅
勤
務
・
テ
レ

ワ
ー
ク
）
を
規
制
し
、
新
た
な
困
難
（
芸
術

･
芸
能
従
事
者
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
、
ダ
ブ

ル
ワ
ー
ク
等
）
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る

こ
と

④
国
家
公
務
員
や
地
方
公
務
員
の
長
時
間
過

重
労
働
の
抑
制
を
新
大
綱
に
明
記
さ
せ
る
こ

と⑤
企
業
の
経
営
幹
部
の
過
労
死
防
止
へ
の
取

組
を
抜
本
的
に
強
化
し
、
ま
た
労
働
組
合
の

取
組
も
強
化
す
る
こ
と

⑥
Ｗ
Ｈ
Ｏ
・
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
過
労
死
調
査
を
大
綱

の
前
文
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

　
　

最
終
的
に
は
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
実
現

で
き
た
も
の
、
で
き
な
か
っ
た
も
の
は
も
ち

ろ
ん
あ
り
ま
す
が
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
･
コ
メ

ン
ト
も
終
了
し
（
7
月
10
日
）、
間
も
な
く

閣
議
に
か
け
ら
れ
閣
議
決
定
さ
れ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

最
終
案
は
過
労
死
防
止
等
対
策
推
進
協
議

会
の
H
P
か
ら
見
ら
れ
ま
す
。

https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/0000061675_224293.html



第 10号　　　　　　　　　　　　　新ストップ！過労死　全国ニュース　　　　　　　　　　2021 年 7月 17日

　　　-6-

過
労
死
遺
児
交
流
会
の

ご
報
告

渡
辺　

し
の
ぶ

遺
児
交
流
会
世
話
人

　

過
労
死
で
親
を
亡
く
し
た
子
ど
も
達
を
対

象
に
、
毎
年
、
過
労
死
遺
児
交
流
会
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
遺
児
た
ち
が
全
国
各
地
か
ら

集
ま
り
、
子
ど
も
向
け
の
企
画
で
楽
し
い
時

間
を
過
ご
す
、
子
ど
も
を
主
体
と
し
た
集
ま

り
で
す
。

　

過
労
死
遺
児
た
ち
は
、
想
像
も
し
て
い
な

か
っ
た
理
由
で
親
を
失
い
、
そ
の
結
果
、
家

族
の
様
相
も
経
済
的
な
面
も
す
べ
て
が
変

わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
父
親
・
母
親
と
の
死

別
は
成
長
過
程
の
子
ど
も
の
心
に
大
き
な
影

響
を
与
え
ま
す
。
そ
の
上
、
過
労
死
が
お
こ

る
と
労
災
手
続
や
裁
判
な
ど
、
今
ま
で
全
く

関
係
の
な
か
っ
た
こ
と
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
る
家
庭
が
多
く
、
そ
れ
ま
で

の
子
ど
も
を
中
心
と
し
た
生
活
が
一
変
し
ま

す
。
残
さ
れ
た
親
は
、
死
別
後
の
様
々
な

手
続
き
に
奔
走
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
上

に
、
労
災
関
係
の
相
談
に
行
っ
た
り
、
書
類

を
作
っ
た
り
、
関
係
機
関
に
手
続
き
に
出
向

い
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
家
事
や
育
児

は
二
の
次
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
死
別

の
悲
し
み
・
苦
し
み
と
、
一
人
で
子
ど
も
を

養
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
圧
で
、

す
。
子
ど
も
の
心
や
生
活
の
安
定
は
、
親
の

精
神
状
態
の
安
定
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る

の
で
、
親
に
対
し
て
も
、
相
談
体
制
を
整
え

た
り
、
同
じ
立
場
の
者
同
士
で
思
い
を
分
か

ち
合
え
る
よ
う
に
し
て
、
日
ご
ろ
一
人
で
抱

え
て
い
る
思
い
を
表
出
で
き
る
場
を
設
け
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
毎
年
行
っ
て
い
る
全
国

過
労
死
遺
児
交
流
会
で
す
が
、
昨
年
度
は
コ

ロ
ナ
の
感
染
者
数
に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
、

準
備
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
会
を
心

待
ち
に
し
て
い
る
参
加
者
も
多
く
、
遺
児
や

ご
家
族
の
た
め
に
大
切
な
会
だ
か
ら
な
ん
と

か
開
催
し
た
い
、
と
関
係
者
の
努
力
で
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
の
参
加
者
募
集
と
な
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
感
染
者
数
が
増
加
し
、

緊
急
事
態
宣
言
が
出
る
中
で
、
楽
し
み
に
し

て
い
た
子
ど
も
た
ち
に
は
本
当
に
申
し
訳
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
中
止
の
判
断
を
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
昨
年
度
は
学
校
が
い

き
な
り
休
校
に
な
り
、
再
開
の
目
途
も
は
っ

き
り
し
な
い
ま
ま
、
卒
業
式
や
入
学
式
を
体

験
し
た
子
ど
も
達
も
い
ま
す
。
子
ど
も
達
に

と
っ
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
大
き
く
、

「
学
校
に
行
け
な
い
」「
友
達
と
遊
べ
な
い
」

「
宿
題
が
山
の
よ
う
に
で
て
楽
し
く
な
い
」

「
入
学
式
が
あ
っ
た
だ
け
で
あ
と
は
学
校
に

い
け
な
い
の
で
、
友
達
が
出
来
な
い
」「
学

校
に
な
じ
め
な
い
」
等
普
段
と
違
う
生
活
状

況
の
よ
う
で
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
は
子
ど
も
た
ち
の
生
活
に
も
、

心
身
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
に
感
染
し
て
亡
く
な
っ
た
人
が
報
道
さ
れ

る
こ
と
で
、
不
安
を
強
く
感
じ
て
い
る
子
ど

も
も
い
ま
す
。
過
労
死
で
突
然
親
を
失
っ
た

子
ど
も
は
、
残
さ
れ
た
親
も
死
ぬ
の
で
は
な

い
か
、
と
い
う
恐
怖
を
常
に
感
じ
て
い
ま

す
。
家
族
の
過
労
死
を
体
験
し
た
子
ど
も
た

ち
は
、守
ら
れ
て
安
心
し
て
い
た
暮
ら
し
が
、

一
瞬
で
崩
れ
て
変
わ
っ
て
し
ま
う
経
験
を
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
死
別
体
験
を
す
る

と
、「
こ
の
世
界
は
安
全
で
は
な
い
」
と
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
不
安
を
心
の
中
に

抱
え
て
い
る
子
ど
も
達
は
、
今
回
の
コ
ロ
ナ

禍
の
よ
う
な
、
子
ど
も
に
は
理
解
の
難
し
い

事
態
に
遭
遇
し
た
時
、
普
通
の
子
ど
も
以
上

に
心
配
に
な
っ
た
り
、
怖
く
な
っ
た
り
、
強

い
不
安
を
感
じ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、そ
ん
な
子
ど
も
の
様
子
を
み
て
、

親
も
心
配
し
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
不
安
な
時

期
だ
か
ら
こ
そ
、お
互
い
に
顔
を
合
わ
せ
て
、

笑
顔
で
話
が
で
き
る
交
流
会
の
必
要
性
を
強

く
感
じ
ま
す
。
今
年
度
は
、
感
染
が
落
ち
着

き
、
再
び
笑
顔
で
交
流
会
が
で
き
る
日
が
来

る
こ
と
を
願
っ
て
、準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

子
ど
も
を
道
連
れ
に
死
を
考
え
た
母
親
も
い

ま
す
。
子
ど
も
達
は
悲
し
さ
や
寂
し
さ
、
不

安
を
抱
え
な
が
ら
、
そ
れ
ま
で
と
は
違
っ
て

し
ま
っ
た
家
庭
の
中
で
、
大
変
な
様
子
の
親

の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
多
く
の
事
を

我
慢
し
な
が
ら
、
じ
っ
と
息
を
ひ
そ
め
る
よ

う
に
し
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
残
さ
れ
た
親

は
、
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

多
す
ぎ
て
、
子
ど
も
の
心
理
的
な
ケ
ア
ま
で

手
が
ま
わ
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
結

果
、
学
校
で
問
題
行
動
を
お
こ
し
た
り
、
環

境
に
適
応
で
き
な
か
っ
た
り
、
親
に
対
し
て

反
抗
し
た
り
、
と
い
う
行
動
を
と
る
子
ど
も

達
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
職
業
選

択
に
向
き
合
う
時
期
や
、
就
労
年
齢
が
近
づ

く
と
、
過
労
死
し
た
親
と
同
じ
に
な
る
の
で

は
な
い
か
、
と
不
安
が
強
ま
り
社
会
に
出
ら

れ
な
く
な
る
子
ど
も
も
い
ま
す
。
過
労
死
遺

児
た
ち
は
、
他
の
死
別
遺
児
と
は
違
っ
た
苦

し
み
も
抱
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
遺
児
交
流
会
で
は
、
子
ど

も
を
中
心
に
し
た
企
画
で
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
、「
あ
な
た
は
か
け
が
え
の
な
い
存
在

で
あ
る
」
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も

が
「
自
分
は
大
切
に
さ
れ
て
い
る
」
と
感

じ
、
安
心
し
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
時
間
を
過

ご
す
こ
と
で
、
心
の
傷
が
回
復
す
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
よ

う
な
遺
児
た
ち
と
出
会
う
こ
と
で
少
し
で
も

孤
独
感
を
和
ら
げ
て
欲
し
い
と
考
え
て
い
ま
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全
国
過
労
死
を
考
え
る

家
族
の
会
の
活
動
報
告

寺
西　

笑
子

全
国
過
労
死
を
考
え
る
家
族
の
会

 

代
表
世
話
人

　

全
国
過
労
死
を
考
え
る
家
族
の
会
は
、
全

国
過
労
死
弁
護
団
と
共
に
毎
年
11
月
、
厚
生

労
働
省
へ
会
員
遺
家
族
の
早
期
認
定
に
よ
る

救
済
と
過
労
死
等
防
止
対
策
を
求
め
要
請
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
10
年
間
、「
脳
・
心
臓
疾
患
等
」
の

労
災
申
請
者
数
は
高
止
ま
り
、「
精
神
疾
患

等
」
の
申
請
者
数
は
増
え
続
け
年
々
過
去
最

多
を
記
録
す
る
右
肩
上
が
り
に
対
し
、
認
定

率
は
右
肩
下
が
り
と
い
う
現
状
に
長
く
厳
し

い
闘
い
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
仲
間
が
増

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
20
年
前
に
策
定
さ
れ

た
認
定
基
準
で
は
な
く
、
働
き
方
の
実
態
に

沿
っ
た
労
災
認
定
基
準
の
見
直
し
を
求
め
て

き
ま
し
た
。
全
国
過
労
死
弁
護
団
は
長
年
に

わ
た
り
多
く
の
判
例
を
基
に
し
た
認
定
基
準

の
改
定
意
見
書
な
ど
提
出
さ
れ
、
そ
の
後
も

補
充
意
見
書
、
緊
急
改
善
意
見
書
な
ど
繰
り

返
し
提
出
し
ま
し
た
。
や
っ
と
昨
年
6
月
、

第
1
回
「
脳
・
心
臓
疾
患
労
災
認
定
基
準
の

専
門
家
検
討
会
」
が
開
催
さ
れ
、
今
年
7
月

7
日
第
13
回
検
討
会
に
お
い
て
報
告
書
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
対
象
疾
病
と
負
荷
要
因

に
つ
い
て
や
や
追
加
さ
れ
た
も
の
の
過
労
死

ラ
イ
ン
80
時
間
が
維
持
さ
れ
65
時
間
に
な
ら

ず
20
年
ぶ
り
の
改
定
案
は
残
念
に
思
い
ま

す
。
今
後
は
、
負
荷
要
因
を
適
正
な
評
価
で

運
用
さ
れ
、
少
し
で
も
被
災
者
救
済
の
道
が

拓
か
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
2
回
目
過
労
死
防
止
法
・

大
綱
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
過
労
死
防
止
全

国
セ
ン
タ
ー
会
員
の
協
議
会
委
員
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
積
極
的
意
見
を
述
べ
、
法

律
の
建
て
つ
け
や
大
綱
の
基
本
的
な
枠
組
み

を
維
持
し
な
が
ら
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め

の
追
加
項
目
や
文
言
の
修
正
を
求
め
、
私
た

ち
側
の
7
人
委
員
は
3
月
1
日
「
改
定
の
あ

た
っ
て
の
意
見
書
」
提
出
し
、
4
月
15
日
は

「
追
加
意
見
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

お
り
し
も
、
協
議
会
日
程
が
最
終
日
近

く
に
な
っ
た
5
月
17
日
、
W
H
O
（
世
界

保
健
機
関
）
と
I
L
O
（
国
際
労
働
機
関
）

は
、
週
55
時
間
以
上
働
く
人
は
、
週
40
時

間
働
く
人
に
比
べ
脳
卒
中
等
の
リ
ス
ク
は
、

1
.
3
5
倍
に
高
ま
る
と
の
調
査
結
果
を

初
め
て
発
表
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
テ
ド
ロ

ス
事
務
局
長
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
で
在
宅
勤
務
が
定
着
し
、
自
宅
と
職

場
の
境
界
線
が
曖
昧
に
な
っ
て
い
る
う
え
、

多
く
の
業
界
で
人
員
が
減
ら
さ
れ
、
長
時
間

労
働
が
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
と
懸
念
し
、

「
脳
卒
中
と
心
臓
病
の
リ
ス
ク
を
負
う
価
値

の
あ
る
仕
事
な
ど
、
ど
こ
に
も
な
い
」
と
言

及
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
発
表
を
受
け
、
5
月

19
日
川
人
先
生
、
玉
木
先
生
、
平
本
先
生
、

寺
西
は
、
記
者
会
見
し
ま
し
た
。
週
55
時
間

超
え
の
危
険
な
働
き
方
と
は
、
ま
さ
に
、「
月

65
時
間
」
の
こ
と
で
す
。「
命
よ
り
大
切
な

仕
事
は
な
い
」
と
の
私
た
ち
の
訴
え
と
同
じ

認
識
で
す
。

　

テ
ド
ロ
ス
事
務
局
長
は
日
本
を
含
む
各
国

の
政
府
や
企
業
に
長
時
間
労
働
を
避
け
る

た
め
の
対
策
を
求
め
て
い
ま
す
。
日
本
は

W
H
O
の
加
盟
国
と
し
て
、
権
威
あ
る
国

際
機
関
か
ら
の
発
表
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

過
労
死
防
止
・
健
康
被
害
に
関
す
る
改
善
対

策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
5
月

25
日
協
議
会
の
最
終
日
、
川
人
先
生
と
共
に

上
記
の
趣
旨
を
盛
り
込
ん
で
頂
く
よ
う
要
望

し
、
一
部
反
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
過
労
死
を
考
え
る
家
族
の
会
は
今
年

11
月
結
成
30
年
を
迎
え
ま
す
。
長
き
に
わ
た

り
被
災
者
救
済
と
過
労
死
防
止
を
目
的
に
活

動
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
増
え
続
け

て
い
る
過
労
死
等
に
歯
止
め
を
か
け
、
さ
ら

に
減
少
方
向
へ
向
か
う
区
切
り
の
年
に
し
て

い
け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
諦
め
な
い
気
持

ち
で
活
動
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

宮
城
過
労
死
等
を
考
え

る
家
族
の
会
の
活
動
の

よ
う
す

芳
賀　

直

宮
城
過
労
死
等
を
考
え
る
家
族
の
会

事
務
局
長

　

宮
城
過
労
死
等
を
考
え
る
家
族
の
会
は
、

前
身
の
「
東
北
希
望
の
会
」
か
ら
、過
労
死
、

過
労
自
死
に
関
わ
る
家
族
を
中
心
に
組
織
さ

れ
ま
し
た
。
設
立
は
、
2
0
1
9
年
4
月

20
日
に
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
は
、
宮
城
県
を

中
心
に
近
隣
の
福
島
県
、
岩
手
県
、
山
形
県

の
方
も
加
入
し
て
い
ま
す
。

　

設
立
後
の
活
動
は
、
会
員
同
士
の
家
族
を

含
め
た
交
流
を
大
事
に
し
た
活
動
を
継
続
し

て
い
ま
す
。
2
0
1
9
年
は
、
設
立
後
に

新
し
く
加
入
し
た
会
員
も
多
く
、
年
3
回
の

定
例
会
と
家
族
も
一
緒
交
流
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
2
0
2
0
年
は
、
総
会

を
開
催
し
た
だ
け
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
の
感
染
状
況
が
東
北
に
も
拡
大
し
て
来

て
、
県
境
を
越
え
た
人
の
流
れ
を
自
粛
す
る

要
請
が
出
さ
れ
て
対
面
で
実
施
す
る
こ
と
を

控
え
て
い
ま
す
。

　

会
員
同
士
の
近
況
の
交
流
や
、
悩
み
事
の

相
談
な
ど
は
、
メ
ー
ル
や
L
I
N
E
な
ど

で
つ
な
が
り
を
維
持
し
な
が
ら
細
々
と
活
動
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を
続
け
て
い
ま
す
。し
か
し
、早
く
直
接
会
っ

て
交
流
を
深
め
ら
る
日
が
来
る
こ
と
が
待
ち

遠
し
い
で
す
。

　

そ
れ
以
外
に
次
の
よ
う
な
活
動
を
継
続
し

て
い
ま
す
。
①
「
過
労
死
1
1
0
番
」
へ

の
参
加　

②
「
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
宮
城
会
場
、
福
島
会
場
）

の
企
画
の
協
力
、
参
加

　

ま
た
、
設
立
後
2
年
の
間
に
、
家
族
が
過

労
死
や
過
労
自
死
に
遭
い
、
相
談
に
来
ら
れ

た
方
が
4
件
（
宮
城
3
件
、
山
形
1
件
）
あ

り
ま
し
た
。
遺
族
や
関
係
す
る
労
組
、
弁
護

士
と
一
緒
に
調
査
を
進
め
な
が
ら
、
労
災
や

公
務
災
害
の
申
請
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
対
面
で
や
る
こ
と
が
制
限
さ
れ

て
困
難
を
抱
え
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
自
死
の
件
に
つ
い
て
は
、
パ
ワ
ハ
ラ
が

疑
わ
れ
る
事
案
な
の
で
、
慎
重
な
取
り
組
み

が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
公
務
災
害
に
関

す
る
パ
ワ
ハ
ラ
に
つ
い
て
は
、
職
場
の
労
組

と
一
緒
に
、
弁
護
士
等
を
入
れ
た
真
相
追
究

の
た
め
の
「
第
三
者
委
員
会
」
に
お
い
て
の

真
相
追
究
の
調
査
を
要
請
し
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
を
待
っ
て
、
公
務
災
害
申
請
に
取
り

組
む
予
定
で
す
。

大
阪
過
労
死
を
考
え
る

家
族
の
会
の
活
動
に
つ

い
て

西
岡　

佳
恵

大
阪
過
労
死
を
考
え
る
家
族
の
会

　

1
9
9
0	

年
12
月
に
大
阪
過
労
死
を
考

え
る
家
族
の
会
が
結
成
さ
れ
、
今
年
で
31
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。	

　

私
は
10
年
前
に
当
会
へ
入
会
し
て
い
ま
す

が
、
10
年
前
と
い
う
と
過
労
死
を
生
み
出
さ

な
い
法
律
を
作
ろ
う
と
弁
護
士
、
有
識
者
の

先
生
方
と
共
に
家
族
の
会
も
力
を
合
わ
せ
て

法
律
制
定
に
向
け
『
1
0
0
万
人
署
名
活

動
』
に
取
り
組
ん
で
い
る
頃
で
し
た
。
私
も

微
力
な
が
ら
協
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
弁
護
士
の
先
生
方
が
街
頭
で
声
を
上

げ
な
が
ら
懸
命
に
署
名
活
動
を
さ
れ
て
い
る

お
姿
に
は
、
と
て
も
胸
を
打
た
れ
ま
し
た
。

約
2
年
を
掛
け
て	

55
万
筆
の
署
名
が
集
ま

り
、
2
0
1
4
年
6
月
に
過
労
死
等
防
止

対
策
推
進
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
過
労
死
防
止
大
阪
セ
ン
タ
ー
が

設
立
さ
れ
、
大
阪
家
族
の
会
も
過
労
死
予
防

啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
啓
発
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
や
学
校
で
の
啓
発
授
業
に
お
い
て
過

労
死
遺
族
や
被
災
さ
れ
た
当
事
者
が
ご
自
身

の
⾟
い
体
験
を
語
り
、
過
労
死
の
悲
惨
さ
を

訴
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
も
様
々
な
職
種
で
若
年
層
を
含
む
幅

広
い
年
代
で
、
働
き
方
に
よ
り
病
で
倒
れ
た

り
、
過
労
死
・
過
労
自
死
が
起
き
て
い
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
啓
発
授
業
を
通
じ
て
『
過

労
死
』
が
身
の
回
り
に
起
こ
り
得
る
身
近
な

問
題
と
し
て
捉
え
て
い
た
だ
き
、
働
き
方
を

原
因
と
す
る
死
が
起
こ
ら
な
い
誰
も
が
健
康

に
働
き
続
け
ら
れ
る
社
会
と
な
る
こ
と
を
願

い
、
過
労
死
遺
族
と
し
て
働
き
か
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
会
の
主
な
活
動
に
つ
き
ま
し
て
、
ほ
ぼ

毎
月
の
よ
う
に
定
例
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
影
響
に

よ
り
思
う
よ
う
な
活
動
は
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
が
、オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
（
Z
o
o
m
）

を
利
用
す
る
こ
と
で
再
び
定
期
的
に
例
会
が

行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
会
員
は
、
他
府
県
の
方
も
多
く
、

Z
o
o
m
を
利
用
す
る
こ
と
で
遠
方
の
方

に
も
お
気
軽
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
の
で
、

今
後
も
オ
ン
ラ
イ
ン
を
用
い
て
和
や
か
な
交

流
が
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

ま
た
以
前
の
よ
う
に
お
互
い
に
表
情
、
仕
草

を
見
な
が
ら
直
接
対
話
が
で
き
る
日
が
来
る

こ
と
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。

　

様
々
な
活
動
の
中
で
も
特
に
遺
族
・
本
人

の
労
災
認
定
へ
の
協
力
や
支
援
を
重
要
視
し

て
い
ま
す
。
全
国
家
族
の
会
が
行
っ
て
い
る

厚
労
省
と
基
金
本
部
要
請
行
動
へ
の
参
加

は
、
認
定
を
求
め
る
切
実
な
思
い
を
訴
え
る

貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
訴

訟
に
お
い
て
も
証
人
尋
問
を
控
え
て
い
る
裁

判
も
数
件
あ
り
、
裁
判
へ
の
継
続
支
援
の
必

要
性
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
が
置
か
れ
て
い
る

状
況
を
受
け
止
め
、
相
手
の
方
の
気
持
ち
に

寄
り
添
い
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
当
会
の
活
動
に
ご
支
援
賜
り
ま

す
よ
う
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。過

労

死

弁

護

団

２
０
２
０
年
活
動
報
告

玉
木　

一
成

過
労
死
弁
護
団
全
国
連
絡
会
議

事
務
局
長
・
弁
護
士

1　

過
労
死
弁
護
団
全
国
連
絡
会
議
（
略
称

「
過
労
死
弁
護
団
」
は
、
1
9
9
8
年
10
月

に
結
成
し
て
以
来
、
過
労
死
被
害
の
救
済
と

根
絶
に
取
り
組
む
活
動
を
、
昨
年
の
総
会
ま

で
32
年
間
継
続
し
て
き
ま
し
た
。
2
0
1
9

年
総
会
に
お
い
て
、
過
労
死
弁
護
団
の
構
成

員
に
よ
り
一
層
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
く
た

め
に
、
弁
護
士
各
自
が
直
接
構
成
員
と
な
る

会
員
制
に
移
行
し
ま
し
た
。
昨
年
総
会
ま
で

に
39
都
道
府
県
2
2
0
名
が
会
員
と
な
っ
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て
お
り
、現
在
は
さ
ら
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
2
0
年
9
月
総
会
、
2
0
2
1
年

4
月
拡
大
幹
事
会
ま
で
に
、
注
目
す
べ
き
行

政
訴
訟
の
勝
訴
判
決
を
得
る
こ
と
か
で
き
ま

し
た
。
過
労
死
に
対
す
る
労
災
補
償
の
拡
大

を
実
現
、
労
災
認
定
基
準
改
正
へ
の
大
き
な

力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

2　

脳
・
心
臓
疾
患
の
労
災
認
定
基
準
改
善

の
取
組
み

　

過
労
死
の
労
災
補
償
を
抜
本
的
に
改
善
す

る
た
め
に
は
、
労
災
認
定
基
準
を
改
定
さ
せ

る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

過
労
死
弁
護
団
は
、
2
0
1
8
年
5
月

に
厚
生
労
働
大
臣
あ
て
に
、
脳
・
心
臓
疾
患

の
労
災
認
定
基
準
改
定
意
見
書
、
心
理
的
負

荷
に
よ
る
精
神
障
害
の
労
災
認
定
基
準
の
改

定
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
協

力
団
体
で
あ
る
全
国
過
労
死
を
考
え
る
家
族

の
会
と
協
働
し
、
超
党
派
の
過
労
死
等
防
止

を
考
え
る
議
員
連
盟
に
労
災
認
定
基
準
の
改

正
へ
の
理
解
を
得
る
活
動
を
し
ま
し
た
。
過

労
死
等
防
止
対
策
推
進
協
議
会
に
も
弁
護
団

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

2
0
1
9
年
12
月
16
日
か
ら
「
精
神
障

害
の
労
災
認
定
の
基
準
に
関
す
る
専
門
検
討

会
」
が
行
な
わ
れ
、
2
0
2
0
年
6
月
に

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
が
法
制
化

さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
労
災
認
定
基
準
の
改
正

が
実
現
し
ま
し
た
。

　

2
0
2
0
年
6
月
10
日
を
第
1
回
と
し

て
、
脳
・
心
臓
疾
患
の
労
災
認
定
基
準
に
関

す
る
専
門
検
討
会
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
専
門
検
討
会
の
第
1
回
は
複
数

職
場
の
複
数
業
務
要
因
災
害
等
が
労
災
保
険

法
改
正
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
認

定
基
準
の
改
定
に
関
す
る
も
の
で
し
た
。
し

か
し
、
同
年
7
月
21
日
の
第
2
回
か
ら
は
、

脳
・
心
臓
疾
患
の
労
災
認
定
基
準
に
つ
い
て
、

2
0
0
1
年
12
月
の
改
定
以
来
の
見
直
し

を
諮
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

専
門
検
討
会
は
2
0
2
1
年
7
月
7
日

の
第
13
回
検
討
会
ま
で
、
脳
・
心
臓
疾
患
の

労
災
認
定
基
準
全
般
に
見
直
し
の
検
討
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
第
13
回
検
討
会
で
は
、
専

門
検
討
会
報
告
書
案
が
ほ
ぼ
固
ま
り
、
7
月

末
か
ら
8
月
に
は
、
確
定
し
た
報
告
書
が
厚

生
労
働
大
臣
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

こ
の
間
、
過
労
死
弁
護
団
の
脳
・
心
臓
疾

患
労
災
認
定
基
準
改
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
は
、
各
回
の
専
門
検
討
会
で
配
布
さ
れ
る

資
料
を
検
討
し
、
専
門
検
討
会
を
傍
聴
し
、

そ
の
議
事
録
を
検
討
す
る
と
い
う
活
動
を
精

力
的
に
行
な
い
ま
し
た
。
特
に
、
検
討
会
事

務
局
が
纏
め
る
議
事
概
要
や
問
題
点
の
整
理

は
、
認
定
基
準
の
改
正
方
向
を
示
唆
す
る
も

の
で
あ
り
、
重
要
な
検
討
対
象
と
な
り
ま
し

た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、
こ
の
よ
う

な
専
門
検
討
会
の
検
討
報
告
を
分
析
し
て
、

こ
の
間
2
度
に
わ
た
り
、
緊
急
意
見
書
を
提

出
し
て
、
労
災
認
定
基
準
が
少
し
で
も
改
善

さ
れ
る
よ
う
に
活
動
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

特
に
、
脳
・
心
臓
疾
患
の
労
災
認
定
基
準

の
な
か
で
最
も
重
要
な
要
件
と
さ
れ
る
労
働

時
間
に
つ
い
て
、
現
在
、
残
業
時
間
が
直
前

1
か
月
1
0
0
時
間
、
2
か
月
か
ら
6
か

月
以
前
は
1
か
月
当
た
り
80
時
間
と
し
て
い

る
の
を
1
か
月
あ
た
り
65
時
間
に
引
き
下

げ
る
よ
う
に
強
く
求
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、

W
H
O
（
世
界
保
健
機
関
）
と
I
L
O
（
国

際
労
働
機
関
）
に
よ
る
、
週
55
時
間
以
上
の

長
時
間
労
働
の
た
め
心
臓
病
や
脳
卒
中
な
ど

で
死
亡
し
た
人
は
、
2
0
1
6
年
の
1
年

間
で
世
界
全
体
で
は
74
万
5
0
0
0
人
に

な
っ
た
と
い
う
報
告
を
踏
ま
え
て
再
度
の
要

求
を
行
い
ま
し
た
。

　

専
門
検
討
会
報
告
書
案
は
、
労
働
時
間
に

つ
い
て
は
、
従
前
の
1
0
0
時
間
、
80
時

間
の
基
準
を
維
持
す
る
と
い
う
結
論
に
な
り

ま
し
た
が
、
①
そ
れ
に
満
た
な
い
場
合
に
労

働
時
間
以
外
の
負
荷
要
因
を
総
合
し
て
業
務

上
か
否
か
の
判
断
を
す
る
こ
と
、
②
負
荷
要

因
に
つ
い
て
従
来
は
一
般
的
な
規
定
の
仕
方

で
し
た
が
、
具
体
的
に
詳
細
な
規
定
を
設
け

た
り
、
検
討
の
要
素
、
視
点
を
明
確
に
す
る

こ
と
や
例
示
等
を
挙
げ
る
な
ど
を
し
て
い
ま

す
。

　

厚
生
労
働
省
の
労
災
認
定
基
準
の
改
定
が

不
十
分
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
改
定
さ
れ
た

基
準
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、
労
災
認
定
件

数
が
顕
著
に
減
少
し
て
い
る
実
態
を
改
善
し

て
、
労
災
認
定
点
数
の
増
加
が
実
現
す
る
よ

う
に
過
労
死
弁
護
団
で
研
究
、
研
鑽
を
継
続

す
る
計
画
で
す
。

　

8
月
以
後
は
、
心
理
的
負
荷
に
よ
る
精
神

障
害
の
労
災
認
定
基
準
の
見
直
し
の
た
め
の

専
門
検
討
会
の
実
施
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、

精
神
疾
患
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
活
動
が

本
格
的
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
厚
生
労
働
省

が
本
年
3
月
30
日
付
け
で
発
出
し
た
「
労
働

時
間
の
認
定
に
係
る
質
疑
応
答
・
参
考
事
例

集
の
活
用
に
つ
い
て
」（
基
補
発
0
3
3
0

第
1
号
）
は
、
労
働
時
間
の
認
定
が
現
在
の

労
災
補
償
実
務
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
重
要

な
論
点
の
一
つ
で
あ
る
の
で
、
脳
・
心
臓
疾

患
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
、
事
務
局
会
議
、

幹
事
会
、
総
会
の
機
会
を
通
じ
て
検
討
を
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

3　

こ
の
よ
う
に
過
労
死
弁
護
団
が
担
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
山
積
み
で
す
の

で
、
弁
護
団
に
よ
る
調
査
研
究
、
研
鑽
、
運

動
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
の
会
、
過
労
死
防
止

セ
ン
タ
ー
、
過
労
防
止
学
会
と
一
層
の
協
力

を
し
て
、
過
労
死
被
害
の
救
済
と
根
絶
の
目

標
の
実
現
に
寄
与
し
て
い
く
決
意
で
す
。
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脳

・
心
臓
疾
患
の
労
災

認
定
基
準
の
改
定
に
つ

い
て

平
本　

紋
子

弁
護
士
（
東
京
）

　

脳
・
心
臓
疾
患
の
労
災
認
定
基
準
は
、

2
0
0
1
年
の
改
定
以
来
、
20
年
近
く
も

見
直
し
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
近
年
の
脳
・

心
臓
疾
患
の
労
災
認
定
件
数
は
明
ら
か
な
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
約
20
年
の

間
に
重
要
な
裁
判
例
も
積
み
重
な
り
、
労
災

認
定
基
準
の
改
定
の
必
要
性
が
高
ま
る
一
方

で
、
厚
生
労
働
省
で
は
改
定
に
向
け
た
議
論

が
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
過
労
死
弁
護
団
全
国
連
絡
会
議

は
、
2
0
1
7
年
秋
に
脳
・
心
臓
疾
患
認

定
基
準
改
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
、
脳
・
心
臓
疾
患
の
労
災
認
定
基
準
の

改
定
に
向
け
た
本
格
的
な
取
り
組
み
を
続
け

て
参
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
2
0
1
8
年
5
月
に
、
厚
生
労

働
省
に
対
し
、
脳
・
心
臓
疾
患
の
認
定
基
準

の
改
定
を
求
め
る
意
見
書
及
び
認
定
基
準
改

定
案
を
提
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
超
党
派
に

よ
る「
過
労
死
等
防
止
を
考
え
る
議
員
連
盟
」

へ
の
ロ
ビ
ー
活
動
も
行
い
ま
し
た
。
多
数
の

議
員
の
方
々
が
、
認
定
基
準
改
定
の
必
要
性

に
理
解
を
示
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
で
、
認

定
基
準
改
定
を
後
押
し
す
る
国
会
質
問
の
実

現
に
も
繋
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
の
成
果
も
あ
り
、
厚

生
労
働
省
は
、
2
0
1
8
年
度
及
び

2
0
1
9
年
度
に
、
業
務
上
疾
病
に
関

す
る
医
学
的
知
見
（
2
0
1
8
年
度
は

労
働
時
間
以
外
の
負
荷
要
因
に
つ
い
て
、

2
0
1
9
年
度
は
基
礎
疾
患
、
年
齢
な
ど

属
性
に
つ
い
て
）
の
収
集
に
係
る
調
査
研
究

を
委
託
事
業
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
ま

た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
し
て
は
、

2
0
2
0
年
5
月
に
も
、
厚
生
労
働
省
に

対
し
、
労
災
認
定
基
準
の
改
定
に
関
す
る
補

充
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
2
0
2
0
年
6
月
、
つ
い
に

「
脳
・
心
臓
疾
患
の
労
災
認
定
の
基
準
に
関

す
る
専
門
検
討
会
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

合
計
13
回
の
専
門
検
討
会
が
開
催
さ
れ
、
1

年
以
上
に
わ
た
る
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、専
門
検
討
会
を
可
能
な
限
り
傍
聴
し
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
内
で
も
専
門
検
討
会

の
議
論
状
況
に
関
す
る
検
討
を
継
続
し
た
上

で
、
2
0
2
1
年
1
月
及
び
同
年
5
月
の

二
度
に
わ
た
り
、
専
門
検
討
会
の
議
論
状
況

に
対
す
る
緊
急
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

最
新
の
状
況
と
し
て
は
、
2
0
2
1
年
7

月
7
日
に
、
専
門
検
討
会
報
告
書
（
案
）
が

公
表
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
早
け
れ
ば

8
月
中
に
も
新
し
い
認
定
基
準
が
通
知
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
（
注
:
執
筆
日

2
0
2
1
年
7
月
8
日
）。

　

2
0
0
1
年
の
改
定
以
来
、
約
20
年
を

経
て
、
脳
・
心
臓
疾
患
の
認
定
基
準
が
改
定

さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
過
労
死
弁
護
団

全
国
連
絡
会
議
の
活
動
の
成
果
で
あ
る
と
共

に
、
改
定
運
動
に
お
力
添
え
く
だ
さ
っ
た
多

く
の
皆
様
（
過
労
死
等
防
止
を
考
え
る
議
員

連
盟
の
皆
様
、
家
族
の
会
の
皆
様
、
専
門
検

討
会
の
傍
聴
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生

方
ほ
か
）
に
は
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
心

よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

2
0
2
1
年
7
月
に
公
表
さ
れ
た
専

門
検
討
会
報
告
書
（
案
）
の
内
容
に
よ
れ

ば
、
大
変
残
念
な
こ
と
に
、
過
労
死
ラ
イ
ン

（
月
80
時
間
）
は
変
更
さ
れ
な
い
見
通
し
で

す
。
2
0
2
1
年
5
月
に
世
界
保
健
機
関

（
W
H
O
）と
国
際
労
働
機
関（
I
L
O
）が
、

週
55
時
間
以
上
の
長
時
間
労
働
（
概
ね
月
65

時
間
超
の
時
間
外
労
働
）
で
脳
卒
中
や
虚
血

性
心
疾
患
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
の
研
究
結

果
を
発
表
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
我

が
国
は
国
際
的
に
み
て
遅
れ
を
取
る
も
の
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

他
方
で
、
認
定
基
準
に
新
し
い
負
荷
要
因

（
休
日
の
な
い
連
続
勤
務
、勤
務
間
イ
ン
タ
ー

バ
ル
が
短
い
勤
務
、
身
体
的
負
荷
を
伴
う
業

務
）
が
規
定
さ
れ
る
こ
と
、
心
理
的
負
荷
を

伴
う
業
務
の
範
囲
が
拡
大
す
る
こ
と
、
報
告

書
（
案
）
が
「
労
働
時
間
が
短
く
て
も
、
そ
れ

以
外
の
要
因
に
よ
る
負
荷
が
大
き
け
れ
ば
、
労

災
と
な
る
場
合
が
あ
る
」「
過
労
死
ラ
イ
ン
に

近
い
時
間
外
労
働
が
認
め
ら
れ
、
一
定
の
負
荷

要
因
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
労
災
と
認
定
す

る
」
と
の
方
向
性
を
示
し
た
こ
と
等
は
、
こ
れ

ま
で
「
労
働
時
間
至
上
主
義
」
と
も
い
え
る
状

況
で
あ
っ
た
認
定
基
準
の
枠
組
み
を
大
き
く
見

直
す
も
の
で
あ
り
、
労
災
補
償
の
拡
大
に
繋
が

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

過
労
死
弁
護
団
全
国
連
絡
会
議
は
、
今
回
の

認
定
基
準
改
定
を
終
着
点
と
す
る
の
で
は
な

く
、
新
し
い
認
定
基
準
が
報
告
書
（
案
）
の
趣

旨
に
沿
っ
て
適
切
に
運
用
さ
れ
る
よ
う
、
労
働

基
準
監
督
署
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
に
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
引
き
続
き
、
救
済
の
途
を
広
げ
る
労
災
認

定
や
判
例
を
積
み
重
ね
る
努
力
を
続
け
、
過
労

死
等
の
な
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
参
り
ま

す
。
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芸
能
従
事
者
の
場
合
」　

　

会
場
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
名
古
屋
で
、

金
山
駅
（
J
R
、
地
下
鉄
、
名
鉄
）
近
く
の

労
働
会
館
を
メ
イ
ン
と
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

も
参
加
で
き
る
よ
う
に
準
備
し
て
お
り
ま

す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
す
か
ら
、
全
国
ど

こ
か
ら
で
も
「
参
加
」
で
き
ま
す
の
で
、
ど

う
か
多
く
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
た
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

対
策
に
関
す
る
大
綱
」
は
3
年
ご
と
に
見
直

し
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
今
年
は
そ

れ
に
当
た
る
年
で
す
。
こ
う
し
た
事
情
を
踏

ま
え
て
、「
過
労
死
根
絶
に
向
け
て
、
現
状

と
課
題
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
し
て
、
以
下

の
よ
う
な
内
容
で
開
催
し
ま
す
。

①
大
会
テ
ー
マ
:過
労
死
根
絶
に
向
け
て
、

現
状
と
課
題

―
―	

「
防
止
大
綱
」
再
改
訂
と
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
―
―

②
日
程
:2
0
2
1
年
9
月
11
日
（
土
）、

12
日
（
日
）

③
場
所
:労
働
会
館
（
名
古
屋
）
名
古
屋
市

熱
田
区
沢
下
町
9
-3　

④
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
:「
過
労
死
防
止
法

制
定
7
年
、
現
状
と
こ
れ
か
ら
の
課
題
」

高
橋
正
也
（
過
労
死
等
防
止
調
査
研
究
セ
ン

タ
ー
長
）

「
過
労
死
等
防
止
大
綱
の
再
改
定
を
め
ぐ
っ

て
」
岩
城　

穣
、
寺
西
笑
子
、
黒
田
兼
一

⑤
共
通
論
題
:「
職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
法
を
巡
る
国
際
的
動
向
と
日
本
の
課
題
」

大
和
田
敢
太
（
滋
賀
大
学
名
誉
教
授
）、

イ
ム
・
サ
ン
ヒ
ョ
ク
（
韓
国
･
労
働
環
境

健
康
研
究
所
所
長
）

今
野
晴
貴
（
P
O
S
S
E
代
表
）
予
定

⑥
分
科
会
:自
由
論
題
:研
究
報
告
、
事
例

報
告
他

特
別
分
科
会
:啓
発
授
業
の
現
状
と
課
題

「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
働
き
方
-客
室
乗
務
員
と

て
い
た
『
報
告
要
旨
集
』
に
廃
止
し
で
、
報

告
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
改
め
て
論
文
と
し

て
執
筆
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
取
り
纏
め
て
編

集
し
た
も
の
で
す
。
学
会
と
し
て
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
想
定
外
の
「
成
果
」
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
『
学
会
誌
』
を
発
行
す
る
に
あ
た
っ

て
、
I
S
S
N
（
国
際
標
準
逐
次
刊
行
物
番

号
）
を
取
得
し
、
国
立
国
会
図
書
館
に
納
本

し
ま
し
た
。
今
後
は
、
関
心
を
も
つ
多
く
の

方
々
に
も
論
文
を
投
稿
い
た
だ
き
、
逐
次
刊

行
物
と
し
て
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、
非
会
員
で
こ
の
『
学
会

誌
』
を
ご
希
望
の
方
に
は
頒
価
1
,
0
0
0

円
（
税
込
、
送
料
別
）
で
お
届
け
し
ま
す
。

学
会
W
E
B
ペ
ー
ジ
（
h
t
t
p
:
/
/

w
w
w
.
j
s
k
r
.
n
e
t
）
の
「
お
問

い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
」
か
ら
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

　

さ
て
、
今
年
の
大
会
で
す
が
、
ま
だ
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
は
終
息
し
て
お
り
ま
せ
ん
し
、

そ
の
中
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
･
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
さ

ら
な
る
感
染
拡
大
が
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。
こ
の
よ
う
な
事
情
を
考
慮
し
て
、
本
年

も
9
月
に
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開
催
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
過
労
死
防
止
法
が
制
定
さ
れ
て
7

年
目
と
な
り
ま
す
。
そ
の
法
律
に
基
づ
い
て

策
定
さ
れ
る
「
過
労
死
等
の
防
止
の
た
め
の

過
労
死
防
止
学
会
か
ら

の
報
告
ー
過
労
死
根
絶
に

向
け
て
、
現
状
と
課
題
ー

黒
田　

兼
一

過
労
死
防
止
学
会
代
表
幹
事

　

2
0
1
9
年
12
月
、
そ
れ
こ
そ
「
突

然
」
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」

（
C
O
V
I
D
1
9
）
が
出
現
し
、
瞬
く
間

に
世
界
中
に
飛
び
火
し
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら

2
年
近
く
経
ち
ま
す
が
、
未
だ
に
終
息
の
見

通
し
は
ま
っ
た
く
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

働
く
こ
と
と
「
命
と
健
康
」
を
大
切
に
す

る
私
た
ち
の
学
会
は
、
昨
年
5
月
末
に
開
催

を
予
定
し
て
い
た
第
6
回
全
国
大
会
を
延
期

せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
結
局
、
9
月

に
、
計
画
を
大
幅
に
縮
小
し
、
ま
た
会
場
も

中
京
大
学
か
ら
名
古
屋
駅
前
の
民
間
会
議
室

に
移
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
と
い
う
形
で

開
催
し
ま
し
た
。
た
だ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用

は
私
た
ち
と
し
て
は
初
め
て
の
こ
と
で
、
い

く
つ
か
の
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り
、
報
告
す
る
側

も
、
報
告
を
聴
く
側
も
不
慣
れ
な
な
か
で
の

開
催
で
し
た
。
何
よ
り
も
十
分
な
議
論
が
交

わ
せ
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
し
た
。
た
だ
、

そ
れ
を
補
う
意
味
を
込
め
て
、
学
会
と
し
て

は
初
め
て
の
『
過
労
死
防
止
学
会
誌
』
を
発

行
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
従
来
ま
で
発
行
し



第 10号　　　　　　　　　　　　　新ストップ！過労死　全国ニュース　　　　　　　　　　2021 年 7月 17日

　　　-12-

【
①
中
央
】
過
労
死
防

止
啓
発
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

東
京
中
央
会
場

（
11
月

11
日
）
の
報
告

玉
木　

一
成

弁
護
士
（
東
京
）

　

東
京
で
は
、
中
央
会
場
と
立
川
会
場
の
2

箇
所
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
し
た
。

　

中
央
会
場
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
例
年
ど
お

り
イ
イ
ノ
ホ
ー
ル
で
14
時
か
ら
開
会
し
、
最

初
に
過
労
死
防
止
を
考
え
る
議
員
連
盟
代
表

の
馳
浩
衆
議
院
議
員
か
ら
の
挨
拶
が
あ
り
、

出
席
し
た
議
員
連
盟
の
国
会
議
員
の
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
総
務
課

長
か
ら
、「
厚
生
労
働
省
よ
り
現
状
の
説
明
」

と
し
て
令
和
2
年
版
「
過
労
死
等
防
止
対
策

白
書
」
の
内
容
を
紹
介
が
あ
り
、
過
労
死
等

防
止
対
策
の
現
状
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

引
き
続
き
、
過
労
死
等
防
止
推
進
全
国
セ

ン
タ
ー
代
表
幹
事
の
川
人
博
弁
護
士
か
ら
、

昨
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
以
来
集
約
し
た
次

の
よ
う
な
具
体
的
事
例
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
①
外
資
系
ク
レ
ー
ン
販
売
・
営
業
職
②

メ
ー
カ
ー
・
技
術
系
管
理
職
③
建
設
業
・
現

場
所
長
、
④
運
送
業
・
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
、

⑤
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
管
理
職
⑥
サ
ー
ビ

ス
・
飲
食
店
長
、
⑦
小
売
・
ス
ー
パ
ー
店
長
、

⑧
メ
ー
カ
ー
・
若
手
社
員
、
そ
の
ほ
か
に
医

師
、
看
護
師
、
教
員
、
国
家
公
務
員
な
ど
で

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
の
労
災
認
定
の
報
告

も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
具
体
例
を
踏
ま
え
た
職
場
改
善

の
問
題
提
起
と
し
て
①
コ
ロ
ナ
感
染
禍
の
過

重
労
働
の
改
善
、
②
テ
レ
ワ
ー
ク
に
内
在
す

る
過
重
労
働
の
危
険
性
、
③
イ
ン
タ
ー
バ
ル

規
制
の
導
入
の
推
進
、
④
仕
事
の
オ
ン
、
オ

フ
を
区
別
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
作
り
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

　

過
労
死
遺
族
の
体
験
談
は
、
昨
年
と
同
じ

よ
う
に
、
休
憩
前
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
中
盤

で
行
い
ま
し
た
。

　

2
名
の
ご
遺
族
が
登
壇
さ
れ
て
体
験
談
を

発
言
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
1
名
の
ご
遺
族

に
つ
い
て
は
体
験
談
が
代
読
さ
れ
ま
し
た
。

体
験
談
を
聞
か
れ
た
ご
遺
族
は
、
ひ
ど
い
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
て
過
労
自
死
し
た
訴
え

に
、
あ
ま
り
に
酷
い
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
実
態

に
衝
撃
を
受
け
ら
れ
た
方
も
多
か
っ
た
で

す
。

　

そ
の
後
休
憩
と
な
り
、
今
年
度
は
講
演
が

異
な
る
テ
ー
マ
で
A
会
場
、
B
会
場
で
行

う
こ
と
に
な
り
、
B
会
場
の
参
加
者
は
移

動
を
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
方
か
ら
の
質
疑

時
間
を
設
け
る
な
ど
充
実
を
図
る
こ
と
を
目

標
と
し
た
も
の
で
す
。

　

A
会
場
は
、
北
里
大
学
医
学
部
公
衆
衛

生
学
教
授
堤
明
純
先
生
が
「
労
働
者
の
ス
ト

レ
ス
と
そ
の
健
康
影
響
職
場
」
と
の
テ
ー
マ

で
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。
1
労
働
者
の
メ
ン

タ
ル
自
殺
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
現
状
、
2

労
働
者
の
ス
ト
レ
ス
に
関
す
る
研
究
と
対
策

の
動
向
、
3
就
労
に
関
す
る
自
殺
の
リ
ス
ク

フ
ァ
ク
タ
ー
、
4
職
場
に
お
け
る
自
殺
対
策

と
影
響
を
詳
細
な
統
計
や
資
料
に
基
づ
い
て

話
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
流
行
に
伴
う
ス
ト
レ
ス
要
因
に
言
及

さ
れ
「
収
入
減
と
雇
用
不
安
が
将
来
に
関
す

る
不
確
実
性
を
増
大
、
女
性
・
非
正
規
労
働

者
・
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・
外
国
人
労
働
者
・
自

営
業
者
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
い
」

と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

B
会
場
は
、
神
奈
川
県
立
保
険
福
祉
大

学
大
学
院
ヘ
ル
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科

講
師
で
あ
る
津
野
香
奈
美
先
生
が
「
パ
ワ
ハ

ラ
を
発
生
さ
せ
な
い
職
場
づ
く
り
-
パ
ワ

ハ
ラ
防
止
法
の
そ
の
先
に
」
と
の
テ
ー
マ
で

講
演
さ
れ
ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
の
調
査
で

は
、
従
業
員
の
3
2
.
5
%
が
過
去
3
年

間
に
パ
ワ
ハ
ラ
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
、
受

け
た
バ
ワ
ハ
ラ
の
内
容
が
男
性
（
過
大
な
要

求
、
過
少
な
要
求
、
暴
行
・
傷
害
）
と
女
性

（
人
間
関
係
か
ら
の
切
り
離
し
、
個
の
侵
害
）

で
違
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
バ
ワ

ハ
ラ
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
は
深
刻
で
、
う

◆特集 1　2020 年度 各地の過労死防止啓発
シンポジウム
　　2019 年度、2020 年度も、全国 48会場（47都道府県及び中央会場）にて、国主催のシンポジウムが行われました。
　参加者総数は、2019 年度は 5753 人で前年度より 106 人の増でしたが、2020 年度はコロナウイルスの感染拡大
により規模を縮小して開催された会場が多かったことから、参加者総数は 3702 人で前年度より 2051 人の減とな
りました。本号では、2020 年度のシンポジウムについて、①中央、②宮城、③東京立川、④三重、⑤京都、⑥佐賀、
⑦熊本の 8会場の報告を掲載します。
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つ
病
や
心
理
的
ス
ト
レ
ス
反
応
な
ど
精
神
的

影
響
だ
け
で
な
く
、
虚
血
性
心
疾
患
、
繊
維

筋
痛
症
な
ど
の
肉
体
的
影
響
も
あ
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
パ
ワ
ハ
ラ
が
発
生
す
る
職
場

を
具
体
的
に
説
明
さ
れ
、
こ
れ
を
防
止
す
る

た
め
に
は
、
パ
ワ
ハ
ラ
が
起
こ
る
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
理
解
し
、
価
値
観
の
違
い
と
人
の
基
本

的
欲
求
を
理
解
す
る
こ
と
を
具
体
的
に
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
A
会
場
で
は
、
過
労
死
を
考

え
る
家
族
の
会
代
表
の
寺
西
笑
子
氏
が
、
一

層
の
過
労
死
防
止
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
訴

え
、
閉
会
の
挨
拶
を
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
17
時
に
終
了
し
ま
し
た
。
こ
の
日
の
参
加

者
の
総
数
は
約
2
4
5
名
で
し
た
。

【
②
宮
城
】
過
労
死
等

防
止
対
策
推
進
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
報
告

芳
賀　

直

宮
城
過
労
死
等
を
考
え
る
家
族
の
会

事
務
局
長

　

2
0
2
0
年
11
月
4
日
、
せ
ん
だ
い
メ

デ
ィ
ア
テ
ー
ク
ス
タ
ジ
オ
シ
ア
タ
ー
に
お
い

て
、
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
防
止
対
策
の
た
め
、
入
場
者
を
半
数

に
制
限
し
て
開
催
さ
れ
、
73
名
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
記
念
講
演
は
、
2
0
2
0
年
6

月
1
日
よ
り
施
行
の
「
改
正
労
働
施
策
総
合

推
進
法
」
に
、「
職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
」
が
、
事
業
主
の
義
務
と

な
っ
た
こ
と
で
、
今
年
は
、
地
元
宮
城
県
で

「
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
」
の
た
め
に
、

研
究
や
対
策
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
、
弁
護

士
の
水
谷
英
夫
氏
（
水
谷
法
律
事
務
所
）
を

お
招
き
し
て
学
ぶ
こ
と
に
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
平
日
の
日
中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
経
営
者
や
企
業
の
労
務
・
人
事
担
当

者
の
参
加
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
良
好
な

職
場
環
境
の
確
保
は
、「
働
き
方
改
革
」
を

推
し
進
め
る
た
め
に
も
、
大
切
で
あ
る
こ
と

が
浸
透
し
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

　

水
谷
先
生
か
ら
は
、「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」
と
題
し
て
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
先
ず
は
じ
め
に
、
今
職
場
で
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
と
し
て
「
過
労
自
殺
」「
メ

ン
タ
ル
不
全
に
よ
る
長
期
休
業
者
の
増
加
」

「
職
場
環
境
を
理
由
と
し
た
離
職
者
の
増
加
」

な
ど
が
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
種
類
も
多
岐
に
わ
た
っ
て

増
え
て
い
て
、上
司
に
よ
る「
パ
ワ
ハ
ラ
」「
セ

ク
ハ
ラ
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
同
僚
間
に
お
け

る
人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
や
顧
客
か
ら
の
嫌

が
ら
せ
な
ど
、
労
働
者
の
働
く
環
境
が
悪
化

し
て
き
て
い
る
こ
と
。
特
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
は
、
働
く
環
境
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ

る
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
す
べ
て
の
職
場
に

と
っ
て
の
課
題
で
あ
り
、
特
に
上
司
が
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
で
あ
る
。
対
策
が
進
ま
な
い
原
因

は
、
会
社
の
曖
昧
な
対
応
に
あ
り
、
自
分
の

会
社
か
ら
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
で
苦
し
む
社

員
は
絶
対
出
さ
な
い
と
い
う
決
意
表
明
を
、

社
員
に
約
束
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ

の
こ
と
が
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
第
一
歩

で
あ
る
。
ま
た
、
社
内
に
お
け
る
「
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
」
の
た
め
の
研
修
会
を
定
期
的

に
行
い
、
傍
観
者
を
出
さ
な
い
職
場
環
境
を

つ
く
る
。
な
ど
の
取
り
組
み
を
不
断
に
行
う

こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
し
め
て
終
わ
り
ま
し

た
。

　

参
加
者
の
感
想
と
し
て
は
、
具
体
的
な
職

場
の
事
例
な
ど
も
紹
介
さ
れ
な
が
ら
、
わ
か

り
や
す
い
お
話
で
、
心
の
モ
ヤ
モ
ヤ
が
少
し

晴
れ
た
感
じ
し
ま
し
た
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
笑
福
亭
松
枝
さ
ん
落
語
「
ケ
ン

ち
ゃ
ん
の
夢
」
を
聞
い
て
、
岩
手
県
の
過
労

死
の
家
族
か
ら
の
訴
え
を
聞
い
て
閉
会
し
ま

し
た
。

【
③
東
京
】
東
京

・
立

川
会
場
の
過
労
死
防
止

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

尾
林　

芳
匡

弁
護
士
（
東
京
）

　

2
0
2
0
年
11
月
13
日
（
金
）
の
17
時

30
分
～
19
時
30
分
に
、「
ホ
テ
ル
エ
ミ
シ
ア

東
京
立
川
」
に
お
い
て
、
過
労
死
防
止
対
策

推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
東
京
・
立
川
会
場
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、講
演
と
し
て
、天
笠
崇
先
生「『
働

き
方
改
革
』『
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
法
』
時

代
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
」
と
題
し
て
、

先
生
の
研
究
成
果
や
専
門
家
と
し
て
意
見
を

述
べ
た
り
し
て
き
た
事
例
に
基
づ
い
て
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
全
般
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。
過
労
死
弁
護
団
と
協
力
し
て
過

労
自
殺
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
取
り
組
ん
で

こ
ら
れ
た
実
績
と
し
て
は
群
を
抜
い
て
い
る
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方
で
、
内
容
も
過
労
性
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

に
つ
い
て
の
全
体
像
が
よ
く
わ
か
る
も
の
で

し
た
。

　

三
多
摩
過
労
死
弁
護
団
か
ら
は
山
口
真
美

弁
護
士
が
「
職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対

策
と
過
労
死
―
パ
ワ
ハ
ラ
法
改
正
を
受
け

て
」
と
題
し
て
、
法
改
正
も
ふ
ま
え
パ
ワ
ハ

ラ
問
題
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

担
当
し
た
バ
ス
運
転
士
飲
酒
検
知
事
件
な
ど

は
、
行
政
訴
訟
で
業
務
起
因
性
が
認
め
ら
れ

た
事
案
で
あ
り
、
実
際
の
事
件
に
即
し
た
お

話
で
し
た
。

　

家
族
の
体
験
談
と
し
て
、
さ
い
た
ま
新
都

心
郵
便
局
自
死
事
件
の
遺
族
が
、
労
働
者
災

害
補
償
保
険
審
査
官
に
お
け
る
逆
転
労
災
認

定
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。
民
営
化
に
と
も

な
う
時
間
外
労
働
時
間
数
の
増
加
と
、
年
賀

は
が
き
販
売
な
ど
の
達
成
困
難
な
ノ
ル
マ
を

課
さ
れ
た
こ
と
の
心
理
的
負
荷
を
正
面
か
ら

認
め
た
も
の
で
、
遺
族
の
苦
労
も
含
め
た
体

験
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

広
報
は
、
チ
ラ
シ
を
1
万
数
千
枚
各
方
面

に
配
布
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
人
数
制
限
の
も

と
で
、
許
さ
れ
る
ほ
ぼ
い
っ
ぱ
い
の
、
60
名

以
上
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
内
容

の
濃
い
意
義
の
あ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ

り
、
早
く
、
よ
り
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
感
じ
ま

す
。

　

東
京
・
三
多
摩
地
域
に
は
、
高
尾
に
「
み

こ
ろ
も
霊
堂
」
と
い
う
施
設
が
あ
り
、
独
立

行
政
法
人
労
働
者
健
康
安
全
機
構
が
産
業
殉

職
者
慰
霊
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
秋

に
は
、労
災
遺
族
や
各
界
代
表
等
が
招
か
れ
、

産
業
殉
職
者
合
祀
慰
霊
式
が
行
わ
れ
て
お

り
、
過
労
死
遺
族
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
産

業
殉
職
者
の
慰
霊
と
と
も
に
、
安
全
な
職
場

環
境
の
実
現
と
労
働
災
害
の
根
絶
に
向
け
て

努
力
す
る
こ
と
を
誓
う
式
典
と
し
て
、
過
労

死
防
止
推
進
事
業
に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
三
多
摩
過
労
死
弁
護
団
で
は
、八
王
子
・

高
尾
は
過
労
死
を
含
む
労
働
災
害
根
絶
の
た

め
の
大
切
な
場
所
で
あ
る
と
考
え
、
独
自
の

行
事
に
取
り
組
も
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
④
三
重
】
初
の
津
以

南

（
松
阪
）
で
の
シ
ン

ポ
開
催

小
貫　

陽
介

弁
護
士
（
三
重
）

　

三
重
県
は
、
地
理
的
に
南
北
に
長
く
、
ま

た
人
口
も
各
都
市
に
分
散
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
県
庁
所
在
地
で
あ
る
津
と
商
業
都
市
で

あ
り
最
も
人
口
が
多
い
四
日
市
と
で
隔
年
で

開
催
し
、
時
間
帯
を
変
え
た
り
す
る
な
ど
し

て
工
夫
を
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
報
道

さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
り
、
ま
た
、
参
加

者
の
広
が
り
も
な
か
な
か
見
え
て
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
こ
で
、
準
備
前
の
総
会
で
、
人

口
が
少
な
い
も
の
の
ま
だ
開
催
し
た
こ
と
の

な
い
地
方
の
町
（
松
阪
、
伊
勢
、
熊
野
等
）

で
開
催
を
考
え
て
い
る
が
参
加
者
が
非
常
に

少
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
悩
み
を
相

談
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、「
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
。
や
っ
て
み
た
ら
」
と
い
う
声
に

力
を
得
て
、
今
年
初
め
て
津
以
南
の
松
阪
で

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
各
地
で
も
同
じ
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
禍
の
最
中
、

そ
も
そ
も
開
催
で
き
る
の
か
と
い
う
不
安
の

な
か
、
準
備
を
進
め
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

12
月
1
日
（
火
）
13
時
30
分
～
15
時
45
分

松
阪
商
工
会
議
所
で
開
催
、
終
わ
っ
て
み
れ

ば
来
場
者
は
71
名
、
昨
年
の
66
名
（
四
日

市
商
工
会
議
所
）
を
上
回
る
結
果
と
な
り
、

会
場
が
ほ
ぼ
満
席
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

松
阪
へ
出
張
相
談
に
行
く
と
、「
読
ん
で
み

て
」
と
相
談
者
か
ら
渡
さ
れ
る
く
ら
い
、
地

元
松
阪
（
の
み
?
）
に
絶
大
な
人
気
を
誇

る
夕
刊
三
重
新
聞
（
H
P
に
は
、「
昭
和
24

（
1
9
4
9
）
年
の
創
刊
以
来
、
郷
土
紙
と

し
て
松
阪
地
域
の
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
絶
大

な
ご
支
持
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」
と
あ
り

ま
す
。）
に
広
報
を
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
、

掲
載
さ
れ
て
い
れ
ば
さ
ら
に
参
加
者
も
伸
び

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
す

が
、
事
前
の
申
し
込
み
が
予
想
以
上
に
多
く

積
極
的
な
来
場
の
呼
び
か
け
が
感
染
防
止
の

た
め
に
困
難
と
の
こ
と
で
掲
載
が
取
り
や
め

と
な
り
ま
し
た
。
津
以
南
で
開
催
す
る
目
的

の
ひ
と
つ
が
地
元
住
民
の
方
に
関
心
を
も
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
た

め
、
こ
の
こ
と
は
非
常
に
残
念
な
こ
と
で
し

た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
は
、
三
重
県
労
働

局
長
の
主
催
者
挨
拶
の
後
、
例
年
通
り
県
内

の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
連
合
三
重

会
長
と
み
え
労
連
議
長
に
ご
来
場
い
た
だ
い

た
う
え
来
賓
あ
い
さ
つ
と
し
て
、
労
働
相
談

の
実
態
や
長
時
間
労
働
だ
け
で
は
な
く
複
合

的
な
負
荷
が
労
働
者
に
か
か
っ
て
き
て
い
る

こ
と
、
コ
ロ
ナ
関
連
の
労
災
や
医
療
関
係
の

パ
ワ
ハ
ラ
案
件
も
増
え
て
き
て
い
る
な
ど
、

三重会場の様子
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労
働
の
現
場
か
ら
の
声
を
交
え
て
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
三
重
労
働
局
か
ら
、「
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
措
置
関
係
」
と
題
し
て

報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
管
内
の
実
態
を

踏
ま
え
、
職
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
対
策
が
強
化
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
説
明
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、「
待
ち
の
姿
勢
」

で
は
足
り
ず
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
な

ど
し
て
、
現
場
の
状
態
を
把
握
す
る
努
力
が

必
要
と
強
調
し
て
い
た
だ
く
な
ど
内
容
も
高

く
評
価
で
き
る
も
の
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
過
労
死
の
ご
家
族
か
ら
の
報
告

と
し
て
、
原
稿
を
事
前
に
お
預
か
り
し
て
の

朗
読
と
な
り
ま
し
た
。
本
シ
ン
ポ
の
前
身
と

も
い
え
る
三
重
労
働
局
の
後
援
を
受
け
て
開

催
さ
れ
た
「
過
労
死
を
考
え
る
三
重
県
の
集

い
」（
2
0
1
4
年
）
か
ら
お
世
話
に
な
っ

て
き
た
名
古
屋
過
労
死
を
考
え
る
家
族
の

会
、
そ
の
新
代
表
に
就
任
さ
れ
た
伊
佐
間
佳

子
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
く
予
定
で
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大

し
、
県
境
を
越
え
る
移
動
の
自
粛
が
呼
び
か

け
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
急
遽
お
預
か

り
し
た
原
稿
で
の
、
か
つ
、
プ
ロ
の
司
会
に

よ
る
整
っ
た
声
で
の
読
み
上
げ
と
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
、ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら「
事

実
の
声
が
今
一
番
大
切
だ
と
思
う
。」、「
現

実
を
痛
感
し
ま
し
た
。」、「
現
実
に
起
こ
っ

て
し
ま
っ
た
事
か
ら
何
を
教
訓
と
し
て
未
来

へ
つ
な
い
で
い
く
べ
き
な
の
か
を
考
え
さ
せ

る
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
う
。」
と
い
っ
た

声
が
集
り
、
当
事
者
の
方
か
ら
で
し
か
伝
わ

な
い
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
シ

ン
ポ
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
必
須

の
要
素
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
た
次
第
で

す
。

　

最
後
に
基
調
講
演
と
し
て
、
疲
労
研
究
が

専
門
の
天
理
大
学
教
授
近
藤
雄
二
さ
ん
に

「
い
の
ち
と
精
神
を
脅
か
す
パ
ワ
ハ
ラ
・
過

労
死
を
な
く
す
働
き
方
を
目
指
し
て
」
と
題

し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
疲
れ
が
生

じ
る
要
因
を
詳
細
に
指
摘
さ
れ
る
と
と
も
に

ス
ト
レ
ス
と
身
体
不
調
と
の
関
連
や
ス
ト
レ

ス
へ
の
対
応
、
健
康
生
成
力
を
強
め
る
こ
と

な
ど
が
重
要
、「
働
く
者
の
い
の
ち
と
健
康

を
第
一
に
す
る
価
値
観
」
を
大
事
に
す
る
企

業
と
社
会
と
す
る
価
値
観
の
転
換
が
必
要
と

強
調
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
も
、「
疲
れ
か
ら

過
労
死
等
に
つ
な
が
っ
て
い
く
、
メ
カ
ニ
ズ

ム
が
よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。」、「
パ
ワ
ハ

ラ
や
過
労
死
が
な
く
な
ら
な
い
原
因
の
1
つ

と
し
て
古
い
社
会
体
制
や
世
代
間
の
ギ
ャ
ッ

プ
が
あ
り
、
改
善
の
道
の
り
は
遠
そ
う
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。」
と
い
っ
た
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。「
労
務
管
理
の
参
考
に
し

た
い
。」（
参
加
し
た
き
っ
か
け
:
7
1
%
）

と
し
て
来
場
さ
れ
た
会
社
員
の
方
が
多
か
っ

た
よ
う
で
し
た
が
、
こ
う
し
た
方
に
も
過
労

死
を
身
近
な
問
題
と
考
え
、
今
後
の
参
考
に

し
て
い
た
だ
け
る
有
意
義
な
シ
ン
ポ
に
な
り

ま
し
た
。

　

な
お
、
労
働
局
と
の
事
前
打
ち
合
わ
せ

に
同
席
し
た
際
、
監
督
課
の
課
長
が
交
替

す
る
た
び
に
出
る
の
が
、「
労
働
組
合
の
あ

い
さ
つ
は
要
る
の
か
?
」、「
ほ
か
で
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
?
」
と
い
う
話
題
で

す
。
憮
然
と
「
最
初
か
ら
お
願
い
し
て
い
ま

す
。」
と
抵
抗
を
示
す
の
で
す
が
、
第
1
回

の
2
0
1
5
年
か
ら
来
賓
と
し
て
、
2
つ

の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
代
表
自
ら
お
越

し
い
た
だ
き
、
毎
回
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
の
経
験

を
踏
ま
え
た
率
直
な
来
賓
あ
い
さ
つ
を
い
た

だ
い
て
き
た
こ
と
、
過
労
死
等
防
止
対
策
推

進
法
の
基
本
理
念
（
法
3
条
2
項
「
そ
の
他

関
係
す
る
者
の
相
互
の
密
接
な
連
携
の
下

に
」）
に
も
合
致
す
る
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、

来
年
以
降
も
引
き
続
き
お
招
き
で
き
れ
ば
と

考
え
て
お
り
ま
す
し
、
同
時
に
多
様
な
団
体

（
商
工
会
議
所
等
の
経
済
団
体
）
に
挨
拶
を

い
た
だ
け
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
労

働
局
は
、
当
初
、
シ
ン
ポ
へ
の
労
働
局
の
講

師
の
派
遣
に
難
色
を
示
し
て
い
た
ほ
ど
で
し

た
が
、
回
を
重
ね
、
次
第
に
講
師
を
出
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
参
加
者

も
労
働
局
な
ど
行
政
機
関
か
ら
の
案
内
に

よ
っ
て
参
加
さ
れ
る
方
が
増
え
て
き
た
の
で

す
が（
今
回
参
加
者
71
名
の
内
30
名
）、一
方
、

労
働
局
と
協
力
団
体
と
の
力
関
係
に
つ
い
て

悩
み
が
出
て
き
ま
し
た
。
確
か
に
行
政
の
予

算
面
や
運
営
面
で
の
甚
大
な
力
は
大
変
有
難

い
の
で
す
が
、「
他
の
地
域
で
は
や
っ
て
い

な
い
の
だ
か
ら
」
と
押
し
切
ら
れ
な
い
た
め

に
も
、
ま
た
、
参
加
者
の
さ
ら
な
る
増
加
に

も
つ
な
が
り
得
る
こ
と
か
ら
、
他
地
域
に
お

か
れ
て
も
各
地
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
や

労
働
組
合
等
多
様
な
団
体
へ
来
賓
あ
い
さ
つ

や
講
師
の
派
遣
を
依
頼
す
る
こ
と
を
ご
検
討

い
た
だ
け
れ
ば
助
か
り
ま
す
。

近藤教授の講演の様子
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【
⑤
京
都
】
2
0
2
0

年
過
労
死
防
止
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対

策
が
大
き
な
課
題
～
増
え
続
け
る

労
災
被
災
者

新
谷　

一
男

働
く
も
の
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る

京
都
セ
ン
タ
ー　

事
務
局
長

　

2
0
2
0
年
度
の
過
労
死
防
止
対
策
推

進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
京
都
会
場
は
、
12
月
20

日
池
坊
短
期
大
学
の
こ
こ
ろ
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
企
業
に
よ
る
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
対
策
が
法
律
で
求
め
ら
れ
る
状
況

を
受
け
て
、「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
よ
る
労
働

者
の
苦
悩
と
過
労
死
」
と
題
し
て
、
金
沢
城

北
病
院
精
神
科
の
松
浦
健
伸
医
師
が
記
念
講

演
を
行
い
ま
し
た
。

　

開
会
あ
い
さ
つ
し
た
京
都
労
働
局
の
槇
野

順
三
労
働
基
準
部
長
は
「
働
き
す
ぎ
に
よ
る

労
災
申
請
も
認
定
件
数
も
増
加
し
て
い
る
。

特
に
職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
深
刻
で
労
働

者
保
護
の
対
策
を
強
化
す
る
た
め
に
開
催
し

た
」
と
強
調
し
ま
し
た
。
続
い
て
協
力
団
体

で
あ
る
過
労
死
防
止
京
都
連
絡
会
・
労
災
被

災
者
家
族
の
会
の
中
嶌
清
美
さ
ん
は
「
過
労

死
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
機
会
と
し
た

い
。
過
労
死
の
な
い
社
会
の
実
現
の
た
め
み

な
さ
ん
と
考
え
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

裁
判
を
し
て
や
っ
と
過
労
死
が
認
め
ら
れ
た

　

過
労
死
ご
遺
族
・
支
援
団
体
か
ら
の
体
験

談
の
発
表
は
、
舞
鶴
市
で
息
子
を
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
と
長
時
間
労
働
で
過
労
自
死
し
た
事
件

が
、
監
督
署
段
階
で
は
認
定
さ
れ
ず
不
支
給

に
な
り
、
裁
判
と
な
っ
た
事
件
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
母
親
は
体
調
を
崩
し
参

加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
裁
判
を

支
援
す
る
会
の
事
務
局
長
が
、
審
査
請
求
も

再
審
査
請
求
も
労
災
と
認
め
ら
れ
ず
、
福
井

県
地
方
裁
判
所
で
や
っ
と
労
災
認
定
さ
れ
た

経
過
を
説
明
し
「
母
親
が
裁
判
を
あ
き
ら
め

て
い
た
ら
、
息
子
さ
ん
の
死
は
労
災
で
は
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
裁
判

で
や
っ
と
行
政
の
処
分
は
、
不
当
だ
っ
た
こ

と
が
立
証
さ
れ
た
。
亡
く
な
っ
て
か
ら
長
い

年
月
が
か
か
っ
て
認
め
ら
れ
た
が
、
息
子
さ

ん
は
も
う
帰
っ
て
こ
な
い
。
行
政
の
段
階
で

し
っ
か
り
と
認
定
す
る
べ
き
だ
っ
た
」
と
訴

え
ま
し
た
。

職
場
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
が
必
要

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
最
初
京
都
労
働
局

が
「
職
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対

策
の
強
化
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
触
れ
、
改

正
労
働
施
策
総
合
推
進
法
に
基
づ
い
て
解
説

し
ま
し
た
。
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
措

置
に
対
す
る
、
国
、
事
業
主
及
び
労
働
者
の

責
務
の
明
確
化
。
事
業
主
に
対
す
る
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
た
め
相
談
体
制
の
整

備
等
の
雇
用
管
理
上
の
措
置
を
講
じ
る
こ

と
、
が
義
務
付
け
ら
れ
た
こ
と
を
詳
し
く
説

明
し
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
の
松
浦
健
伸
医
師
は
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
と
心
の
病
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
事

例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
被
害

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
心

理
状
態
な
の
か
を
詳
し
く
紹
介
し
ま
し
た
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
問
題
は
「
個
人
間
だ
け
で

お
さ
ま
ら
ず
、
職
場
内
で
も
収
ま
ら
ず
、
地

域
社
会
・
歴
史
の
中
に
位
置
づ
け
な
が
ら
予

防
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
指
摘
し
ま
し
た
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
体
験

が
ト
ラ
ウ
マ
と
な
り
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク

が
起
き
る
の
か
に
つ
い
て
、
そ
の
時
の
脳
の

働
き
や
状
態
を
解
説
し
、
神
経
細
胞
の
ダ

メ
ー
ジ
に
つ
な
が
る
と
し
ま
し
た
。
次
に
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
行
為
者
に
つ
い
て
、
ど
う

い
う
特
性
が
あ
り
ど
ん
な
要
因
が
あ
る
の

か
、
な
ぜ
繰
り
返
す
の
か
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。
防
止
策
に
つ
い
て
も
言
及
し
「
中

間
管
理
職
も
支
え
ら
れ
る
べ
き
存
在
だ
」
と

指
摘
し
ま
し
た
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
職

場
つ
く
り
に
必
要
な
こ
と
と
し
て
、
発
達
障

害
の
あ
る
労
働
者
に
も
ふ
れ
、
労
働
者
が
個

人
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
、
職
場
と
し
て
取

り
組
む
こ
と
を
整
理
し
て
説
明
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、「
事
業
主
や
管
理
者
、
中
間
管
理

職
や
労
働
者
は
、
ど
う
い
う
職
場
に
し
た
い

の
か
を
対
話
し
て
、
目
標
に
す
る
こ
と
が
重

要
だ
」「
過
労
死
の
な
い
健
康
で
働
き
続
け

ら
れ
る
職
場
つ
く
り
を
目
指
そ
う
」
と
閉
め

く
く
り
ま
し
た
。

京都会場の様子
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【
⑥
佐
賀
】
過
労
死
を

幅
広
い
世
代
で
考
え
て

み
た　

ー
佐
賀
会
場
か

ら
の
報
告
ー

松
永　

敦
彦

は
た
ら
く
も
の
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
が
事
務
局

1　

主
催
者
あ
い
さ
つ
を
し
た
佐
賀
労
働

局
長
は
、
令
和
元
年
度
に
調
査
を
実
施
し

た
3
6
1
事
業
所
の
う
ち
45
事
業
所
で
時

間
外
労
働
が
1
0
0
時
間
を
超
え
る
例
が

あ
っ
た
こ
と
、
パ
ワ
ハ
ラ
・
い
じ
め
の
相
談

が
5
8
3
件
で
前
年
比
3
.
9
%
増
と

な
っ
て
い
る
な
ど
の
現
状
を
報
告
し
、
過
重

労
働
解
消
に
向
け
て
、
指
導
や
立
入
調
査
、

労
働
者
か
ら
の
相
談
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
述
べ
ま
し
た
。

2　

基
調
講
演
を
し
た
松
丸
弁
護
士
は
、
過

労
死
の
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
長
時
間
労

働
の
危
険
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。
労
働
基
準

法
が「
岩
盤
規
制
」と
し
て
働
い
て
い
な
か
っ

た
り
、
過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
え
る
三
六
協
定

が
存
在
す
る
な
ど
の
現
状
を
指
摘
し
ま
し

た
。
労
働
時
間
の
適
正
な
把
握
な
し
に
は
労

働
時
間
の
規
制
は
死
滅
す
る
と
述
べ
、
働
き

方
改
革
の
中
で
の
三
六
協
定
の
上
限
規
制
、

協
定
内
容
の
情
報
開
示
が
過
労
死
を
な
く
す

た
め
に
重
要
と
述
べ
ま
し
た
。

3　

基
調
講
演
後
に
は
、
リ
レ
ー
ト
ー
ク
の

時
間
を
持
ち
ま
し
た
。
登
壇
者
は
、
過
労
死

ご
遺
族
の
M
さ
ん
、
コ
ー
プ
で
配
送
業
務

を
し
て
い
る
男
性
、
明
日
か
ら
定
期
試
験
と

い
う
女
子
高
校
生
、松
丸
弁
護
士
の
4
人
で
、

司
会
は
私
が
担
当
し
ま
し
た
。
リ
レ
ー
ト
ー

ク
の
ね
ら
い
は
、
①
コ
ロ
ナ
禍
で
の
働
き
方

の
変
化
を
考
え
る
、
②
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
な

ど
変
化
す
る
働
き
方
で
注
意
す
る
こ
と
を
考

え
る
、
③
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
の
重
要
さ
を
考
え

る
、
と
私
な
り
に
設
定
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
M
さ
ん
に
夫
を
過
労
で
亡
く

し
た
体
験
を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
突

然
、
夫
を
失
っ
た
悲
し
み
、
疲
れ
た
夫
が
仕

事
に
行
く
の
を
止
め
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
な

ど
を
伺
う
と
、つ
ら
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

コ
ー
プ
で
配
送
業
務
を
し
て
い
る
男
性
は
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
配
送
量
が
増
え
、
通
勤
時

間
を
含
め
た
長
時
間
の
運
転
で
疲
れ
や
眠
気

を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
報
告
し
ま
し

た
。
後
日
、
男
性
は
職
場
の
会
議
で
長
時
間

運
転
を
改
善
す
る
よ
う
提
案
し
た
そ
う
で

す
。

　

高
校
生
は
、
働
い
た
経
験
が
な
い
の
で
ご

遺
族
の
話
が
身
近
な
も
の
に
感
じ
ら
れ
な

か
っ
た
と
言
い
な
が
ら
も
、
将
来
働
く
よ
う

に
な
っ
た
と
き
の
た
め
に
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
を

学
び
た
い
し
、
労
働
局
の
方
に
は
そ
の
機
会

を
作
っ
て
ほ
し
い
と
述
べ
ま
し
た
。
正
面
で

聞
い
て
い
た
佐
賀
労
働
局
長
が
ち
ょ
っ
と
う

な
づ
い
た
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

　

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
注
意
点
に
つ

い
て
は
、
松
丸
弁
護
士
が
、
労
働
時
間
の
把

握
が
大
事
、
勤
務
時
間
以
外
で
業
務
の
メ
ー

ル
を
送
ら
な
い
、
つ
な
が
ら
な
い
権
利
も
大

切
と
強
調
し
ま
し
た
。

【
⑦
熊
本
】
熊
本
シ
ン
ポ

の
ご
報
告

菅　

一
雄

過
労
死
防
止
熊
本
県
セ
ン
タ
ー

準
備
会
構
成
員
・
弁
護
士

　

今
年
の
熊
本
で
の
啓
発
シ
ン
ポ
は
、

2
0
2
0
年
11
月
27
日
13
時
30
分
か
ら
15

時
、
熊
本
市
水
前
寺
共
済
会
館
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
と
し
て
、櫻
澤
博
文
氏
（
医
師
、

合
同
会
社
パ
ラ
ゴ
ン
代
表
、
労
働
衛
生
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
）
を
講
師
と
し
て
「
コ
ロ
ナ
禍

時
代
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
伴
う
過
労
死
予

防
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ご
遺
族
の
体
験
報
告
と
し
て
、
佐
戸
恵
美

子
氏
（
東
京
過
労
死
を
考
え
る
家
族
の
会
）

か
ら
ご
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
悲
痛
な

ご
報
告
で
し
た
。
シ
ン
ポ
の
構
成
と
し
て
、

ご
遺
族
の
ご
報
告
を
最
初
に
置
く
ほ
う
が
よ

か
っ
た
と
個
人
的
に
は
感
じ
ま
し
た
。

　

2
0
2
0
年
は
、
熊
本
県
セ
ン
タ
ー
準

備
会
は
、
主
要
メ
ン
バ
ー
の
体
調
不
良
の
た

め
、
完
全
に
活
動
が
停
止
し
、
啓
発
シ
ン
ポ

に
も
取
り
組
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
は
、

準
備
会
の
z
o
o
m
会
議
も
再
開
し
、
シ

ン
ポ
の
準
備
も
始
め
て
お
り
ま
す
。
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【
北
海
道
】
過
労
死
防
止
啓
発
授

業
を
担
当
し
て

島
田　

度

過
労
死
等
防
止
北
海
道
セ
ン
タ
ー

弁
護
士
（
北
海
道
）

　

北
海
道
セ
ン
タ
ー
の
副
代
表
幹
事
を
し
て
い
ま
す
、
弁
護

士
の
島
田
で
す
。

　

北
海
道
セ
ン
タ
ー
は
2
0
1
8
年
（
平
成
30
年
）
7
月
に

発
足
し
、
今
年
で
3
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

私
も
、
こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
の
学
校
で
過
労
死
防
止
啓
発

授
業
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

啓
発
授
業
は
ど
れ
も
思
い
出
深
い
も
の
で
す
が
、
私
が
個

人
的
に
ひ
と
き
わ
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
鹿
追
高
校
と
い

う
道
東
の
高
校
で
の
授
業
で
す
。

　

道
外
の
方
は
な
か
な
か
実
感
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
北
海
道
と
い
う
土
地
は
と
に
か
く
広
大
で
、
札
幌
か
ら

鹿
追
高
校
ま
で
は
、
同
じ
道
内
な
の
に
、
J
R
の
特
急
で
約

2
時
間
強
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
タ
ク
シ
ー
で
30
分
か
か
る
と

こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　

鹿
追
高
校
の
「
最
寄
り
駅
」
で
あ
る
新
得
駅
は
、
広
瀬
す

ず
主
演
で
話
題
と
な
っ
た
朝
ド
ラ
「
な
つ
ぞ
ら
」
の
舞
台
と

な
っ
た
土
地
で
あ
る
、
と
い
え
ば
少
し
は
イ
メ
ー
ジ
が
湧
く

で
し
ょ
う
か
。
駅
を
降
り
れ
ば
、
地
平
線
ま
で
雄
大
な
農
地

が
広
が
る
風
景
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
土
地
で
の
授
業
で
す
の
で
、
早
朝
に
出
て
お

昼
頃
に
学
校
に
着
き
、
午
後
一
番
で
授
業
を
し
て
帰
路
に
つ

い
て
も
自
宅
に
帰
り
つ
く
の
は
夜
、
と
い
う
強
行
軍
に
な
り

ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
授
業
で
鹿
追
町
の
学
生
た
ち

の
キ
ラ
キ
ラ
し
た
感
性
に
触
れ
る
と
、「
来

年
も
来
た
い
」
と
思
え
て
し
ま
い
、
帰
り
の

車
中
で
の
蕎
麦
粉
ビ
ー
ル
も
ぐ
い
ぐ
い
進
み

ま
す
（
新
得
は
蕎
麦
の
名
産
地
）。

　

啓
発
授
業
を
重
ね
て
み
て
の
感
想
で
す

が
、
や
は
り
、
な
ん
と
い
っ
て
も
過
労
死
ご

遺
族
の
話
が
生
徒
さ
ん
た
ち
に
与
え
る
影

響
、
感
銘
力
が
極
め
て
大
き
い
と
い
う
こ
と

が
実
感
さ
れ
ま
す
。

　

実
は
、啓
発
授
業
を
始
め
て
み
た
当
初
は
、

先
生
方
に
お
い
て
、
過
労
死
ご
遺
族
の
お
話

に
つ
い
て
慎
重
あ
る
い
は
消
極
的
な
姿
勢
を

示
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
生
徒
さ
ん
た
ち
の
こ
と
を
慮
っ

て
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
実
際
の
ご
遺

族
の
話
を
聴
く
こ
と
で
、
生
徒
が
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
気

に
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
先
生
方
と
の
協
議
を
重
ね
、
少

し
で
も
ご
遺
族
の
お
話
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
授
業
の
組
み
立
て
を
工
夫
し
て

み
た
と
こ
ろ
、
生
徒
さ
ん
た
ち
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
ご
遺
族
の
お
話
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
絶

◆特集 2　2020 年度　各地の過労死防止啓発
授業
　過労死防止法及び大綱に基づく「教育を通じた啓発」の一環として、「過労死等防止対策等労働条件に関する啓発
授業」（学校への講師派遣支援事業）が平成 28年度から始まり、当センターは可能な限りの協力を行っています。
　4年目の 2019 年度は、全国で 175 回（内訳は中学校 4、高校 70、専門学校 15、短大 3、大学 83）で、合計
19,298 人が受講しました。地区別にみると、北海道地区 13、東北地区 7、関東地区 86、中部地区 17、近畿・北
陸地区 44、中・四国地区 6、九州地区 2でした。
	　5年目の 2020 年度は、コロナ禍の中で申込みが減ったりキャンセルが増えるなどしましたが、それでも全国で
161 回（内訳は中学校 21、高校 69、専門学校 23、短大 1、大学 47）で、合計 14,708 人が受講しました。地区別
にみると、北海道地区 6、東北地区 0、関東地区 92、中部地区 31、近畿・北陸地区 25、中国・四国地区 4、九州
地区 3でした。
　本号では、2020 年度に啓発授業を担当した 5人の方（遺族・当事者 2人、弁護士 2人、社会保険労務士 1人）
からの報告を掲載します。

蕎麦粉ビール
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大
で
、
も
っ
と
話
を
聴
き
た
か
っ
た
、
と
い

う
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
あ
っ
た
た
め
、

次
の
年
度
の
啓
発
授
業
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は

ご
遺
族
の
お
話
の
時
間
を
増
や
す
よ
う
に
で

き
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
現
場
の
先
生
方
と
の
協
議
と

実
践
を
重
ね
る
こ
と
で
啓
発
授
業
の
中
身
が

よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
け
る
こ
と
は
う
れ

し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
啓
発

授
業
の
実
施
に
も
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
。
2
0
2
0
年
度
は
、
当
初
予
定

さ
れ
て
い
た
啓
発
授
業
の
い
く
つ
か
が
中
止

に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
、
社
会
や
教
育
現
場
も
次
第
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
処
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
年
度
後
半
は
、
い
く
つ
か
の
授
業

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

先
述
の
鹿
追
高
校
も
、
昨
年
末
に
ま
た
声

を
か
け
て
い
た
だ
き
、
感
染
防
止
の
た
め
体

育
館
を
会
場
と
し
て
授
業
を
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
し
ば
ら
く
は
大
変
な
時
期
が

続
く
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね

て
き
た
啓
発
授
業
の
灯
を
絶
や
す
こ
と
な

く
、
さ
ら
に
よ
り
広
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

【
東
京

・
山
梨
】
啓
発

授
業
の
ご
報
告

飯
塚　

盛
康

N
P
O
法
人
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
へ
の
扉

　

2
0
2
0
年
度
に
初
め
て
啓
発
授
業
で

話
す
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

1　

最
初
に
2
0
2
0
年
の
6
月
に
日
本

で
ホ
テ
ル
等
に
就
職
す
る
た
め
の
留
学
生
が

入
る
専
門
学
校
か
ら
、
日
本
で
働
く
た
め
に

知
っ
て
お
い
て
欲
し
い
労
働
法
と
社
会
保
険

に
つ
い
て
話
し
て
欲
し
い
と
の
こ
と
で
、
労

働
法
は
弁
護
士
が
、
社
会
保
険
は
社
労
士
の

私
が
話
を
し
ま
し
た
。

　

主
に
健
康
保
険
と
年
金
、
雇
用
保
険
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
が
、
注
意
点
と
し
て
会

社
が
「
外
国
人
は
社
会
保
険
や
雇
用
保
険
に

は
入
れ
な
い
」
な
ど
と
言
う
こ
と
が
あ
る
の

で
、
そ
の
時
は
年
金
事
務
所
に
相
談
に
行
く

こ
と
を
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
年
金
は
日
本
が
母
国
と
社
会
保
障

協
定
を
結
ん
で
い
れ
ば
、
加
入
期
間
が
母
国

で
の
加
入
期
間
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
、
も
し

協
定
を
結
ん
で
い
な
け
れ
ば
脱
退
一
時
金
を

も
ら
え
る
の
で
、
掛
け
捨
て
で
は
な
い
こ
と

も
話
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
啓
発
授
業
は
6
月
12
日
か
ら
16

日
の
連
続
5
日
間
と
22
日
の
計
6
日
間
、
コ

マ
数
で
10
コ
マ
担
当
し
た
の
で
、
後
半
は
資

料
を
見
な
く
て
も
話
せ
る
く
ら
い
に
な
り
ま

し
た
。

2　

次
に
2
0
2
1
年
1
月
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
専
門
学
校
で
の
啓
発
授
業
は
、
学

校
に
掲
示
さ
れ
て
い
る
求
人
票
を
も
と
に
、

給
与
や
労
働
時
間
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　

会
社
は
上
限
時
間
以
上
に
残
業
を
さ
せ
ら

れ
な
い
こ
と
、
残
業
代
を
全
額
支
払
う
義
務

が
あ
る
こ
と
、
セ
ク
ハ
ラ
や
パ
ワ
ハ
ラ
を
防

止
す
る
義
務
が
あ
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
こ

と
が
守
ら
れ
ず
に
困
っ
た
ら
、
労
働
組
合
、

行
政
の
相
談
窓
口
、
弁
護
士
な
ど
に
相
談
す

る
よ
う
話
し
ま
し
た
。

3　

最
後
に
2
0
2
1
年
3
月
に
山
梨
県

の
2
つ
の
高
校
で
「
高
校
生
の
た
め
の
ワ
ー

ク
ル
ー
ル
」
と
題
し
て
話
し
を
し
ま
し
た
。

な
お
、
山
梨
県
で
啓
発
授
業
を
や
る
の
は
今

回
が
初
め
て
で
す

　

は
じ
め
に
、
労
働
法
は
働
く
人
を
守
る
法

律
で
あ
る
こ
と
と
し
て
、
会
社
が
一
方
的
に

解
雇
や
給
与
を
さ
げ
ら
れ
な
い
こ
と
、
1
日

8
時
間
、
週
40
時
間
以
上
働
か
す
こ
と
は
で

き
ず
、
も
し
残
業
を
さ
せ
る
な
ら
36
協
定
と

い
う
協
定
を
労
働
者
の
代
表
と
結
ば
な
け
れ

ば
い
け
な
い
こ
と
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。

　

労
働
時
間
は
未
払
い
残
業
代
の
請
求
だ
け

で
な
く
、
長
時
間
労
働
で
病
気
に
な
っ
た
時

に
必
要
に
な
る
の
で
、
会
社
の
記
録
の
他
に

自
分
で
記
録
す
こ
と
が
大
事
で
あ
る
、
具
体

的
に
は
出
勤
時
と
退
勤
時
に
会
社
の
P
C

か
ら
自
分
の
ス
マ
ホ
に
「
今
出
勤
し
た
」「
仕

事
が
終
わ
っ
た
」
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

メ
ー
ル
す
る
こ
と
が
客
観
的
な
証
拠
に
な
る

と
話
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
に
就
職
し
な
い
た

め
に
①
新
卒
採
用
者
の
離
職
率　

②
過
去
に

過
労
死
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
、
セ
ク
ハ
ラ
問
題

が
な
い
か　

③
残
業
時
間
や
有
給
休
暇
の
取

得
日
数
に
異
常
が
な
い
か　

④
求
人
票
に
記

載
さ
れ
た
待
遇
と
実
際
の
待
遇
が
大
き
く
異

啓発授業を実施した鹿追高校の体育館

山梨県立青州での授業の様子
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な
ら
な
い
か　

⑤
労
働
組
合
が
あ
る
か
を
調

べ
て
就
活
を
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
話
し
ま

し
た
。

4　

初
日
の
高
校
の
啓
発
授
業
が
、
そ
の
日

の
N
H
K
の
夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
と
翌
朝
の

ニ
ュ
ー
ス
で
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ス

の
中
で
高
校
生
が
参
考
に
な
っ
た
と
言
っ
て

く
れ
て
い
て
、
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

し
た
。

【
東
京
】
過
労
死
防
止

啓
発
事
業　

講
師
経
験

感
想
文

木
谷　

晋
輔

東
京
過
労
死
を
考
え
る
家
族
の
会

　

啓
発
事
業
の
講
師
は
、
一
般
的
に
弁
護
士

と
過
労
死
遺
族
と
い
う
組
み
合
わ
せ
が
多
い

か
と
承
知
し
て
い
ま
す
。
こ
の
点
、
私
は
遺

族
で
は
な
く
、
親
友
を
過
労
死
で
亡
く
し
、

自
分
自
身
が
過
労
か
ら
精
神
を
病
ん
だ
経
験

を
有
す
る
と
い
う
少
々
変
わ
っ
た
立
ち
位
置

か
ら
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
微
妙
な
立
ち
位
置
か
ら
、
果
た

し
て
自
分
自
身
が
本
事
業
の
講
師
と
し
て
適

切
な
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
た
り
考
え
な
か
っ

た
り
。
ほ
ら
、
事
業
名
に
過
労
死
っ
て
つ
い

て
る
し
。
い
や
、
遺
族
じ
ゃ
な
き
ゃ
ダ
メ
な

わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
ろ
う
し
。
だ
か
ら
自
分

が
話
し
て
た
り
す
る
わ
け
な
ん
だ
け
ど
、
で

も
遺
族
の
方
が
っ
て
思
っ
た
り
思
わ
な
か
っ

た
り
。

　

な
ん
で
す
が
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
毎
年

特
定
の
先
生
か
ら
リ
ピ
ー
ト
で
ご
指
名
い
た

だ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
学
生
か
ら
す
ご
く
評
判
い
い
ん
で
す

よ
ー
な
ん
て
お
話
聞
く
ん
で
す
が
、
基
本
疑

い
深
い
ん
で
鵜
呑
み
に
は
せ
ず
、
と
は
い
え

リ
ピ
ー
ト
で
ご
指
名
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ

と
は
本
当
に
評
判
が
い
い
の
か
な
と
か
思
い

つ
つ
。
た
ま
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
い
た
だ
い

て
も
鳥
頭
な
の
で
忘
れ
て
し
ま
う
ん
で
す
よ

ね
。

　

そ
ん
な
な
か
、
今
年
い
た
だ
い
た
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
の
内
訳
を
み
て
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
い
や
、
前
か
ら
そ
う
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
ん
で
す
が
、
7
1
3
件
中
、
非
常

に
役
に
立
っ
た
が
5
5
0
件
、
役
に
立
っ

た
が
1
6
0
件
、あ
ま
り
役
に
立
た
な
か
っ

た
が
3
件
、
役
に
立
た
な
か
っ
た
が
0
件
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
9
9
.
6
%
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

0
.
4
%
。
や
ら
せ
疑
う
レ
ベ
ル
。
一
般
論

と
し
て
ど
れ
だ
け
良
い
話
で
あ
っ
た
と
し
て

も
お
よ
そ
1
割
か
ら
2
割
程
度
は
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
反
応
を
示
す
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
完
全
に
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
す
。
た
ぶ
ん

や
ら
せ
で
は
な
い
と
思
う
の
で
、
そ
れ
だ
け

学
生
に
と
っ
て
関
心
が
高
く
、
響
く
と
こ
ろ

が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
う
か
が
い
知
れ
ま

す
。
一
緒
に
お
話
し
し
て
く
だ
さ
る
弁
護
士

が
素
晴
ら
し
い
と
い
う
の
も
あ
る
で
し
ょ
う

が
、
私
も
足
を
引
っ
張
ら
ず
に
い
れ
る
の
だ

な
と
。
こ
の
結
果
を
見
る
だ
け
で
も
、
啓
発

事
業
で
学
生
た
ち
に
言
葉
を
向
け
て
よ
か
っ

た
、
こ
れ
か
ら
も
で
き
る
範
囲
で
伝
え
て
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

　

実
の
と
こ
ろ
、
い
ま
だ
に
人
前
で
自
分
の

話
を
話
す
こ
と
に
抵
抗
が
な
い
こ
と
は
な
い

ん
で
す
。
で
す
が
、
こ
う
し
て
未
来
の
日
本

を
担
っ
て
い
く
若
者
た
ち
に
役
立
つ
と
こ
ろ

が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
も
話
し
続

け
て
い
く
価
値
が
あ
る
と
思
え
ま
す
。
い
つ

ぞ
や
の
学
生
の
コ
メ
ン
ト
に
、「
木
谷
さ
ん

に
は
悪
い
け
ど
こ
れ
か
ら
も
話
を
し
て
い
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
こ

と
は
鳥
頭
に
も
刻
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
メ
ン
ト
を
一
つ
一
つ
読
ん
で
い

く
と
、
具
体
的
に
ど
う
い
う
話
が
学
生
に
響

い
た
の
か
が
見
え
て
き
ま
す
。
ま
た
、
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
リ
ア
ク
ト
に
こ
そ
改
善
す
べ
き
観
点

が
見
え
ま
す
。
伸
ば
す
べ
き
点
、
顧
み
る
べ

き
点
が
可
視
化
さ
れ
大
変
参
考
に
な
り
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
微
力
な
が
ら
若
者
た
ち
の
未

来
へ
の
お
力
添
え
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

【
福
岡
１
】
啓
発
授
業

は
着
実
に
過
労
死
防
止

に
繋
が
っ
て
い
る
と
い
う

実
感

八
木　

大
和

弁
護
士
（
福
岡
）

　

九
州
、
福
岡
で
の
啓
発
授
業
数
は
、
ま
だ

ま
だ
少
な
い
状
況
で
す
が
、
少
し
ず
つ
定

着
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
西
南
女
学
院
大
学
と
麻
生
医
療
福
祉
専

門
学
校
の
2
校
、
合
計
3
ク
ラ
ス
、
合
計
約

3
5
0
名
の
学
生
さ
ん
に
授
業
を
し
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
福
岡
家
族
会
の
代
表
で
あ
る

安
德
晴
美
さ
ん
と
の
ペ
ア
で
す
。

　

授
業
前
は
少
々
緊
張
し
ま
す
。「
伝
わ
る

よ
う
に
話
せ
る
か
。」「
ポ
イ
ン
ト
を
わ
か
り

や
す
く
伝
え
た
い
。」「
関
心
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
授
業
が
で
き
る
の
か
?
」
と

力
が
入
り
ま
す
。
授
業
が
始
ま
る
と
つ
い
つ

い
熱
が
入
り
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
話
し
た
く

な
り
ま
す
。
私
は
、
司
法
浪
人
を
し
て
い
る

と
き
、
大
学
予
備
校
で
小
論
文
を
教
え
て
い

ま
し
た
。
意
外
と
人
気
講
師
で
し
た
（
笑
）。

そ
の
と
き
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
沢
山
い
る

生
徒
で
あ
っ
て
も
、
こ
ち
ら
を
見
て
い
る
生

徒
の
目
を
で
き
る
限
り
見
な
が
ら
話
す
よ
う
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に
心
が
け
て
い
ま
す
。「
大
勢
に
向
け
て
声

を
発
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
よ
。
あ
な
た
た

ち
一
人
一
人
に
伝
え
た
い
ん
だ
よ
。」
そ
う

い
う
気
持
ち
を
目
線
に
込
め
ま
す
。
見
ら
れ

た
生
徒
が
ど
う
感
じ
た
か
を
想
像
す
る
と
背

筋
が
寒
く
な
る
の
で
あ
ま
り
考
え
な
い
よ
う

に
し
ま
す
が
（
笑
）、
と
に
か
く
、
授
業
中

は
必
死
で
す
。

　

私
の
パ
ー
ト
が
終
わ
る
と
安
徳
さ
ん
に
引

継
ぎ
ま
す
。
私
は
授
業
を
終
え
た
安
堵
と

「
あ
そ
こ
で
こ
う
言
え
ば
よ
か
っ
た
・
・
。」

な
ど
と
反
省
し
な
が
ら
、
安
徳
さ
ん
の
話
を

聞
き
ま
す
。
す
べ
て
の
授
業
が
終
わ
る
と
、

「
ち
ゃ
ん
と
伝
わ
っ
た
だ
ろ
う
か
。」
と
不
安

に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
場
で
回
収
さ
れ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
を
見
せ
て
い
た
だ
く
と
、
そ
の
不

安
は
解
消
し
ま
す
。

　

以
下
に
、
西
南
女
学
院
大
学
の
学
生
の
授

業
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
少
し
ご
紹
介
し
ま

す
。

・
労
働
基
準
法
を
知
っ
て
い
る
つ
も
り
で
い

た
け
ど
意
外
と
間
違
っ
て
覚
え
て
い
た
こ
と

が
結
構
あ
っ
た
の
で
、
知
る
こ
と
が
で
き
て

良
か
っ
た
で
す
。

・
過
労
死
の
怖
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
日
本

の
社
会
は
労
働
に
つ
い
て
少
し
厳
し
す
ぎ
る

と
思
い
ま
す
。
外
国
で
は
定
時
退
社
は
当
た

り
前
の
所
も
多
い
の
に
、
日
本
で
は
定
時
で

帰
る
人
に
対
す
る
視
線
が
痛
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
が
無
く

な
っ
て
過
労
死
す
る
人
が
な
く
な
っ
た
ら
い

い
な
と
思
い
ま
す
。

・
情
報
や
知
識
を
持
っ
て
い
る
の
と
持
っ
て

い
な
い
の
で
は
、
大
き
な
差
が
あ
る
の
だ
と

強
く
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
就
職
す
る
う

え
で
は
他
人
事
で
は
な
い
の
で
、
気
を
付
け

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

・
い
ま
ま
で
労
働
基
準
法
な
ど
詳
し
く
知
ら

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
あ
ま
り
気
に
し
た

こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
実
際
あ
っ
た
過
労
死

の
お
話
を
聞
き
、
自
分
だ
け
で
な
く
、
家
族

の
た
め
に
も
し
っ
か
り
理
解
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ご
紹
介
し
た
以
外
に
も
ア
ン

ケ
ー
ト
の
中
に
は
素
っ
気
な
い
感
想
も
あ
り

ま
す
が
、
多
く
の
学
生
が
こ
の
「
過
労
死
」

と
い
う
問
題
を
「
我
が
事
」
と
し
て
関
心
を

寄
せ
て
く
れ
た
こ
と
が
実
感
で
き
ま
す
。
も

は
や
若
く
な
い
私
は
、
若
い
世
代
の
人
々
が

働
く
こ
と
に
つ
い
て
何
を
望
み
、
ど
う
思
っ

て
い
る
の
か
は
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
し
か
知
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

と
み
る
と
、
働
く
こ
と
で
命
や
健
康
が
奪
わ

れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
気

持
ち
を
、
世
代
を
問
わ
ず
共
有
で
き
る
こ
と

が
実
感
で
き
ま
す
。
こ
の
啓
発
授
業
の
取
り

組
み
は
、
健
康
で
働
く
こ
と
は
、
人
が
人
と

し
て
生
き
て
い
く
た
め
に
重
要
な
こ
と
だ
と

理
解
し
て
も
ら
え
る
場
と
し
て
広
が
っ
て
い

ま
す
。
九
州
で
も
、
も
っ
と
啓
発
授
業
を
聞

い
て
く
れ
る
学
生
を
増
や
し
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

【
福
岡
2
】
過
労
死
防

止
啓
発
授
業
の
講
師
を

経
験
し
て

安
德　

晴
美

福
岡
過
労
死
を
考
え
る
家
族
の
会　

代
表

　

2
0
1
9
年
10
月
、
2
0
2
0
年
10
月

西
南
女
学
院
大
学
、
2
0
2
0
年
12
月
麻

生
医
療
福
祉
専
門
学
校
で
啓
発
授
業
を
し
ま

し
た
。

　

夫
は
福
岡
県
県
立
高
校
の
英
語
教
師
で
し

た
。
優
し
い
家
族
思
い
の
夫
は
2
0
0
2

年
1
月
、
勤
務
中
に
高
血
圧
性
脳
出
血
の
た

め
倒
れ
ま
し
た
。
41
歳
。
そ
れ
か
ら
15
年

の
間
、
一
度
も
意
識
を
回
復
し
な
い
ま
ま
、

2
0
1
7
年
3
月
3
日
に
静
か
に
息
を
引

き
取
り
ま
し
た
。
56
歳
で
し
た
。
夫
の
死
は

日
々
の
過
重
過
密
な
勤
務
の
末
の
発
病
が
原

因
と
さ
れ
、
長
い
闘
い
の
後
に
公
務
災
害
に

認
め
ら
れ
ま
し
た
。
過
労
死
で
す
。

最
初
に
こ
の
啓
発
授
業
の
依
頼
を
受
け
た
時

は
正
直
悩
み
ま
し
た
。
当
時
の
事
は
思
い
出

す
こ
と
も
⾟
く
心
に
ゆ
き
場
の
な
い
怒
り
悲

し
み
だ
け
が
膨
ら
む
だ
け
だ
と
躊
躇
し
ま
し

た
。

　

し
か
し
そ
の
私
の
心
を
変
え
た
き
っ
か
け

は
夫
の
遺
し
た
言
葉
で
し
た
。

「
N
E
V
E
R　

G
I
V
E　

U
P
」　

「
K
E
E
P　

O
N　

S
M
I
L
I
N
G
」　

「
あ
き
ら
め
る
な
、
い
つ
も
笑
っ
て
」

　

そ
れ
は
現
役
時
代
の
夫
が
、
生
徒
た
ち
に

必
ず
伝
え
て
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
し
た
。
夫

は
病
床
か
ら
も
必
死
に
生
き
「
あ
き
ら
め
る

な
」
を
ず
っ
と
発
信
し
続
け
ま
し
た
。
そ
の

思
い
を
繋
ぎ
若
い
学
生
さ
ん
方
に
過
労
死
し

な
い
働
き
方
を
考
え
て
も
ら
お
う
。
日
々
を

笑
顔
で
過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
。
夫
の
こ
と

を
話
す
こ
と
が
そ
の
き
っ
か
け
に
な
る
な
ら

と
夫
の
言
葉
に
背
中
を
押
さ
れ
る
形
で
私
は

西南女学院大学での授業の様子
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話
す
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

授
業
の
中
で
は
、
学
生
さ
ん
が
就
職
し
仕

事
を
す
る
中
で
使
命
感
、
責
任
感
か
ら
追
い

込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
。
そ
し
て
守

ら
れ
る
べ
き
労
働
条
件
が
奪
わ
れ
、
過
労
へ

繋
が
る
事
の
な
い
よ
う
に
以
下
の
こ
と
を
伝

え
ま
し
た
。

「
睡
眠
さ
え
十
分
と
れ
な
い
不
当
な
長
時
間

労
働
と
、人
を
傷
つ
け
る
言
動
に
人
は
病
み
、

正
常
な
判
断
能
力
を
失
い
ま
す
。
過
労
死
は

防
げ
る
死
で
す
。」

「
職
場
に
あ
な
た
の
代
わ
り
は
い
て
も
、
大

切
な
家
族
の
あ
な
た
の
代
わ
り
は
い
な
い
。」

「
疲
れ
た
ら
休
む
勇
気
。
辞
め
る
勇
気
。
ま

た
い
つ
も
と
違
う
様
子
の
人
が
い
た
ら
声
を

か
け
る
勇
気
。」

「
命
よ
り
大
切
な
仕
事
は
な
い
。」

　

事
後
、
学
生
さ
ん
か
ら
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
過
労
死
を
他
人
ご
と
で
な
く
自
分

の
こ
と
と
し
て
考
え
る
機
会
に
な
っ
た
。
命

と
健
康
を
最
優
先
に
考
え
働
き
、
行
動
し
た

い
と
い
う
思
い
を
持
っ
た
と
い
う
感
想
が
多

く
心
に
届
い
た
と
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
社

会
へ
出
る
前
の
学
生
さ
ん
へ
「
労
働
問
題
、

労
働
条
件
に
関
す
る
啓
発
授
業
」
で
の
遺
族

の
話
は
、
過
労
死
を
し
な
い
働
き
方
へ
の
意

識
改
革
に
必
ず
繋
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
若
い
命
が
働
き
す
ぎ
に
よ
り

奪
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
過
労
死
防
止

等
に
繋
が
る
啓
発
授
業
を
続
け
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

麻生医療福祉専門学校での授業の様子

　

< 編集後記 >
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　コロナ禍により全国ニュースの発行ができず、前号（第9号）を発刊した2020年 1月から約1年半後の全国ニュー
スとなりました。未曾有の感染症の拡大により、2020 年春頃より様々な社会活動が制限されることになりました
が、このような状況の中でも全国で活発な活動が行われてきたことを知り、大きな刺激を受けました。大変充実し
たニュースとなったことを編集者としても嬉しく思います。
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今後の取組みの重要性を感じました。過労死をなくすための取組みをより一層広げていきましょう。（清水	亮宏）


